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ロパ

l
ト
ソ
ソ
の
景
案
理
論
叩
問
題
構
成

貢
物
的
波
及
過
程
白
分
析

1

質
物
的
需
要
開
力
性
の
概
念

2

」
般
的
過
剰
生
涯
の
質
物
経
輝
的
考
察

E

貨
幣
的
波
及
過
程
の
好
析

ー
信
用
創
造
の
資
本
形
成
殻
果
と
債
格
水
準

.

2

景
気
掛
出
動
の
貨
時
経
済
的
考
察
一

wn

景
気
政
策
と
の
闘
聡
に
於
け
る
ロ
パ

l
ト
ソ

Y
O
理
論
の
特
徴

E 

序

景
気
理
論
に
於
い
て
支
配
的
地
位
を
占
め
る
過
剰
投
資
説
内
部
に
於
い
て
も
、
ピ
グ

l
・
ロ
パ

1
ト
ソ

y
等
D
景
気
理
論
は
ツ
ガ

ン
・
シ
ヨ
ピ

I
ト
ホ
フ
・
ハ
イ
エ
ク
等
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
典
型
的
な
過
剰
投
者
理
論
に
釘
立

L
て
飯
橋
皐
源
白
景
気
理
論
と
呼

ば
れ
る
一
づ

D
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
。
現
代
経
抽
出
捷
勤
理
論
白
飛
躍
的
議
展
を
準
備
し
、
そ
の
主
流
を
な
し
た
の
は
と
白
銀
橋
皐

ロパ
E
ト
y
ν

白
景
気
理
論

静
六
十
八
巻

王

慎
一
ェ
一
・
一
一
コ
揖

] 

互Zム



ロ
パ
ー
ト
y

ン
の
景
気
担
論

静
六
十
八
巻

六

事
一
工
7
三
抗

六

仮
白
景
気
現
論
で
あ
る
と
青
わ
れ
る
が
、
ロ
バ

l

l
ソ
ン
の
長
気
現
諭
は
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
白
一
つ
で
あ
る
と
言
う
と
と
が
出

来

EC
本
稿
陀
於
い
て
は
、
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
白
景
気
駅
前
(
巴
戸
岡
山

C
F
E
M
〉

Z
Z可。
=
E
E
E
-
E
F
M
o
g
-
-
5
E
5・宮回開阿国間

旬
。
-
品
目
晶
↓
『

P
E
H
h
E
M
E
E・
5回
。
)
を
問
題
と
す
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
飢
橋
阜
仮
む
景
気
抑
一
諭
の
性
格
が
明
か
に
さ
れ
る

と
共
花
、
そ
れ
が
ツ
ガ
ン
・
シ
ュ
ピ

1
ト
ホ
フ
等
む
過
剰
投
者
理
論
と
如
何
な
る
射
に
於
い
一
工
劃
立
す
る
か
が
明
か
に
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
〔
芭

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
白
景
気
理
論
白
問
題
構
成
は
、
ピ
グ
ー
の
そ
れ
と
共
に
、
景
気
理
論
の
模
範
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ロ
パ
ー

ト
ソ
ン
は
そ
凸
問
題
構
成
に
従
ヨ
て
貨
物
的
波
及
泊
料
と
貨
僧
的
波
及
過
程
と
冷
一
直
別
し
、
貨
物
的
波
及
過
程
白
分
析
要
具
と
し
て

は
需
要
弾
力
性
白
概
念
を
採
用
し
、
一
方
、
貨
幣
的
波
及
過
程
白
分
析
忙
あ
た
う
て
は
期
間
分
析
的
方
法
を
採
用
し
た
。
而
し
て
、

と
白
一
一
つ
の
理
論
を
綜
合
し
て
現
賀
の
景
気
同
盟
動
を
全
国
的
に
分
析
す
る
理
論
を
具
え
、
そ
こ
か
ら
景
気
政
策
に
劃
す
る
指
針
を
求

め
る
と
止
が
ロ
パ
ー
ト
ソ

Y

D
目
的
で
あ
っ
た
。
以
下
に
於
い
て
、
吾
々
は
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
の
現
論
を
判
構
成
し
古
川
J

、
之
等
白
内

容
を
詳
細
に
翫
明
し
て
、
そ
白
景
気
理
論
白
人
ι
貌
を
明
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

(
器
)
却
時
盟
百
戸
つ
誼
も
な
〈
、
規
橋
凪
単
調
内
部
て
於
い
て
も
す
べ
て
の
髄
に
つ
い
て
続
一
的
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
ロ
パ

t
ト
y
ン

と
ケ
イ
ン
ズ
の
聞
に
は
著
名
な
る
論
争
が
あ
り
、
こ
れ
を
逝
じ

τ経
済
艶
勤
理
論
に
多
〈
の
耽
穫
が
賢
ち
さ
れ
た
が
、
こ
の
ロ
パ
ー
ト
y

y
封
ケ
イ

y
ズ
自
問
題
は
そ
れ
自
陣
別
個
目
考
察
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
本
稿
に
於
い
て
は
そ
の
問
題
に
探
〈
立
入
り
特
な
い
が
、
な
お
こ
の
問
題
K
劃

し
て
若
干
U

手
懸
り
を
奥
え
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

I 

ロ
バ

f
ト
ソ

Y
の
景
気
理
論
の
問
題
構
成

f¥ 

以
下
に
於
い
て
、

ロ
バ

I
ト
ソ
ン
の
景
気
理
論
を
閥
系
的
に
再
構
成
し
な
が
ら
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
十
そ
白
景
気
理
論
白



問
題
構
成
に
就
い
て
述
べ
て
骨
か
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
蓋
し
、

白
で
あ
り
、

E
n
J
、
以
下
白
分
析
は
と
む
原
理
的
構
成
と
白
閥
聯
に
於
い
て
把
握

F
る
と
吉
、

ロパ

l
ト
ソ
ン
の
問
題
構
成
は
景
策
理
論
に
於
け
る
模
範
的
た
る
も

そ
白
意
義
が
一
一
厨
明
確
に
さ
れ
る
か

ロ
パ

1
卜
b

ソ
ン
白
意
義
は
高
〈
許
債
苫
れ
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ

本
質
的
に
同
じ
立
場
に
立
ヲ
ピ
グ
ー
ほ
ど
明
確
に
述
べ
て
は
い
な
い
。
縫
っ
て
、
以
下
、
ピ

ハ
註
一
)

グ
ー
の
銭
越
を
参
加
し
な
が
ら
ロ
バ

l
ト
ソ
シ
白
景
気
現
論
。
問
題
構
成
に
づ
い
て
述
べ
る
、
こ
と
と
す
る
。

経
済
の
前
進
は
不
断
に
受
動
に
曝
さ
れ
、
生
産
白
抜
張
と
牧
縮
と
が
波
動
的
に
行
わ
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
に
つ
れ
て
経
済
む
他
の

諸
方
面
化
於
い
て
も
一
界
に
波
動
が
起
司
令
。
と
り
よ
う
な
所
調
景
気
闘
世
話
に
於
い
て
、
五
口
々
が
分
析
。
焦
賄
主
向
け
る
も
白
は
生
産

に
於
け
る
撰
大
、
牧
縮
。
波
で
あ
る
ぷ
ザ

ζ

O
生
産
白
波
に
於
い
て
、
ヲ
て
の
始
愛
的
原
因
と
な
る
も
白
と
、
始
愛
的
原
因
が
そ
れ
に

作
用
し
て
景
気
白
波
在
惹
起
す
べ
き
保
件
と
が
慌
則
さ
れ
る
。
帥
ち
、
生
産
に
於
け
る
抜
大
、
牧
縮
む
交
替
的
生
起
と
云
う
波
動
が

か
か
る
ω

生
産
活
動
白
務
薮

E
惹
起
す
べ
き
誘
因
が
産
業
に
血
(
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
が
1

吾
々
は
と
む
誘
因
と
な

ら
で
あ
る
。
そ
白
景
気
理
論
D
問
題
構
成
在
確
立
し
た
結
に
於
い
て
、

が
、
彼
自
身
は
、

と
の
酔
闘
に
関
し
て
、

起
る
震
忙
は
、

る
も
の
を
景
気
白
波
の
始
時
E

附
原
因
(
】

E
E
E間百円戸凶♂

E
Eご
臣
官
Z
Z
と
呼
び
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

Z
か
を
、
先
す
考

察
す
る
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
D
始
後
的
岡
山
因
が
ル
内
用
し
て
、
粧
憐
シ
ス
テ
ム
全
般
に
そ
白
殻
印
式
を
及
ぼ
し
て
行
く
に
際
し
て
は
、
一

定
の
産
業
側
及
び
貨
幣
側
白
保
件
複
合
間

(
P
E
E
5
2
Z》
-2
。
ご

Z
E
S
F
E
2
5
z
q
S
A
M
E
E
)
に
働
き
か
け
、
一
定
の
始
時
理

的
原
因
が
興
え
ら
れ
た
時
、
そ
れ
が
如
何
た
る
故
某
を
及
ぼ
す
か
は
か
か
る
僚
件
被
合
慨
に
よ
っ
て
訣
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
吾
々
は

弐
忙
と
の
依
件
複
八
日
n
慨
に
づ
い
て
考
察
し
、
始
致
的
原
因
が
如
何
に
産
業
一
般
に
波
及
し
、
如
何
に
そ
れ
に
よ
っ
て
波
及
池
程
が
影

響
を
受
け
る
か
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
フ
リ
ツ
シ
ュ
に
な
ら
う
て
、
始
護
的
原
因
ピ
闘
す
る
考
察
を
衝
撃
の
問
題
匂
目
官

Z

Ferez)
止
呼
ぶ
左
ら
ぼ
、
と
れ
は
、
波
及
の
問
題
両
百
官
官

z
g
p
c
z
o
p
官
官

HEE--
咽

B
Z
eロ
)
と
呼
ぶ
と
と
が
出
来
る
。
「
波

ロ
パ
ー
ト
ツ
ン
の
景
無
理
論

都
大
十
八
巻

七

事
一
二
一
・
三
披

七



ロ
パ
ー
ト
ソ
y
目
景
気
理
論

第
六
卜
八
巻

J、
慎
一
ニ
一
・
豆
一
揖

/又

及
D
問
題
は
、

自
己
白

色

官

官

E 定
<D 
J: 宮古
り愛
H丹的

か原
に開

ずるi
るら
と出
Ic穫
でし
あた
:Q勾場
に合

景尺
筑

重
包〉

問
題
に

於
ν、
τ 

如
何
左
る
波
動
が
生
十
る
か
を
、
先
示
、

経
済
シ
ス
テ
ム
白
樺
遁
的
性
質

衝
撃
白
問
顔
と
波
及
。
問
題
が

直
別
苫
れ
る
D
で
あ
る
。

ロ
パ

1
ト
ゾ
ン
は
財
貨
側
の
事
情
と
貨
幣
側
白
事
情
を
直
別
し
て
考
察
す
る
か
ら
、
波
及
。
問
題
は
質
物
的
波
及
過
程

ハ
註
二
)

(
昌
弘
司

2
8
m
m
a
E
官
E
E
Z
S
'
h
」
貨
幣
的
波
及
過
程
(
目
。
白
書
品
切
3
2
訪
日
え
旦
E
E
E
Z
ロ
)
陀
会
げ
ら
れ
る
。
郎
ち
、
始
渡
的
原
因
が

作
用
す
る
に
際
し
て
働
き
か
け
る
産
業
側
・
貨
幣
側
の
憐
件
を
考
袋
す
る
ピ
あ
た
っ
て
、
先
歩
、
貨
幣
の
作
用
を
捨
象
し
て
、
始
建

的
原
因
が
如
何
に
財
貨
側
の
保
件
に
よ
ワ
て
そ
の
殺
呆
を
経
梼
シ
ス
テ
ム
全
慨
に
及
ぼ
し
ァ
産
業
一
般
の
生
産
活
動
の
鐙
勤
を
惹
起
す

る
か
、
特
定
白
産
業
に
生
じ
た
愛
動
が
産
業
相
互
間
白
、
或
は
財
相
互
間
白
閥
係
に
よ
っ
て
他
白
産
業
に
波
及
し
て
ゆ
く
油
程
を
分

析
す
る
。
(
質
物
的
波
及
過
程
の
分
析
)
。
他
方
、
貨
幣
側
白
事
情
が
財
貨
側
白
事
情
と
共
に
、
始
愛
的
原
因
が
作
用
す
る
場
合
の
保
件
で

あ
り
、
と
白
貨
幣
側
白
事
情
。
如
何
に
よ
円
J

℃
、
始
稜
的
原
因
が
惹
起
す
べ
き
愛
動
は
具
っ
た
影
響
を
受
け
る
と
と
は
無
蹴
出
亦
な

い
。
即
ち
、
貸
幣
経
携
に
於
い
て
は
、
生
産
活
動
白
援
助
は
貨
幣
の
流
れ
に
於
け
る
措
型
化
を
伴
う
が
、
そ
れ
は
貨
幣
・
信
用
機
構
を

遇
じ
て
経
務
全
般
に
費
動
を
及
ぼ
し
て
行
く
。
と
の
意
味
に
於
い
て
、
か
か
る
貨
幣
側
D
事
情
白
蜜
化
は
そ
れ
自
身
景
気
費
動
白
原

因
と
見
倣
し
得
引
が
、
こ
の
波
及
過
程
は
貨
幣
的
波
及
過
程
と
し
て
貨
物
的
波
及
過
程
と
区
別
し
て
分
析
さ
れ
る
白
で
あ
る
。

共
に
、

し
か
も
、
衣
節
以
下
に
於
い
て
辿
べ
る
主
う
に
、

と
れ
等
の
過
程
は
各
々
、
方
法
的
に
具
る
理
論
b
q
以
て
分
析
さ
れ
、
雨
者
は
夫

々
い
わ
ば
部
分
理
論
(
官
E
己

F
g
q
)
を
構
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
貨
幣
経
済
化
於
い
て
、
貨
幣
が
経
済
白
中
で
作
用
す

る
仕
方
を
金
値
的
に
把
え
る
潟
に
、
貨
幣
側
の
事
情
と
財
貨
側
の
事
情
を
分
離
し
て
取
扱
う
部
分
理
論
に
濁
し
て
、

白
必
要
が
主
張
さ
れ
る
に
も
拘
ら
歩
、
か
か
る
直
別
が
採
用
苫
れ
る
所
以
は
、

「
一
般
理
論
」

(何百
E
L
F
2
4
)

一
方
に
於
い
て
、

一
定
白
生
産
。



愛
動
は
産
業
組
織
白
技
術
的
-
制
度
的
構
造
そ
の
も
白
に
根
ざ
し
た
も
白
で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
貨
幣
側

O
操
作
白
下
に
於
い
て
も
、

左
岳
、
か
か
る
愛
動
は
生
十
晶
v
と
す
る
見
舶
に
恭
ナ
い
て
居
り
、
他
方
に
於
い
て
、
貨
幣
側
D
同
盟
勤
は
財
貨
側
の
鐙
動
と
猫
立
に
起

り
得
る
と
云
う
認
識
に
蒸
す
い
て
居
る
。
し
か
も
、
複
雑
友
る
現
貫
白
景
気
鑓
動
過
程

E
殻
刷
用
的
に
分
析
す
る
震
に
、
か
か
る
医
別

に
基
す
〈
部
分
理
論
白
趨
用
が
、
一
般
現
諭
に
比
し
て
、
一
一
聞
に
於
い
て
有
殺
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
白
耕
に
ワ
い

て
は
、
勿
論
、
以
下
賞
際
の
分
析
を
通
じ
て
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
註
ご
ヒ
グ
ー
の
見
解
は
〉

p
p
m
g】

F
a恒
三
ロ
注
目

RZmwccE、
回
ロ
島
旦
・
冨
回
P
(
特
に
】
可
制
同
時
計

p
g勺
-
F
圃
e

園
)
に
見
ち
れ

る
。
ロ
パ
ー
ト
ジ
シ
に
於
い
て
は
、
問
題
構
成
そ
の
も
の
忙
つ
い
て
位
越
ベ
ち
れ
て
い
な
い
が
肘
E
r
E
m
吋己
R
W
E島
内
耳
】
Z
B
H
E巴
は
そ
の

問
題
棒
読
を
明
確
に
↓
討
し
て
い
る
。
な
お
、
街
撃
の
問
題
と
波
及
白
問
題
白
同
様
の
臨
別
に
基
づ
い
て
、
フ
9
ッ
シ
ュ
は
こ
の
問
題
を
一
一
層
精
密
な

形
で
取
扱
う
て
い
る
。
同
-
E里
町
二
百
望
者
向
E
F
9
Z
m
E
E
2
E官
宮
町
E
E
O
E
E
巴
ヨ

S
P
O
P
E
S
-
F
E
占
E
S
E
R
F
E
W朗

自
国

5
3自
主
の
E円
z
n
p
m目
τ
J
E詰
-
Z・
弓
片
岡
。
。
・
菅
山
教
授
「
フ
nJ
ヅ
シ
ュ
の
致
畢
的
動
態
哩
論
」
融
調
嬰
動
理
論
の
研
究
第
「
巻
、

一
九
調
一
、
七
四
八
四
頁
参
問
。

(
註
-
-
)
ピ
グ
ー
に
於
い
て
は
、
買
物
的
波
及
過
程
、
貨
幣
的
波
及
温
棋
と
共
に
、
心
理
的
被
及
過
程
が
濁
立
な
も
の
と
し
て
国
別
さ
れ
る
。

仰
吋
占
富
、
『

E
E
Z
H
E
E
E巳
E
B
M
E
a
-
E自
・
司
・
隠
・

何
回
州
司
2
0
v
w
p
c官
m
E
S
F。
E
E切
民
五
円
自
由
出
回
]
百
型
。
E
O
B
E
巴い
E
R
E
n
F
3
5
2
3
E
F明
2
5
E
O
刷出回
E
W
M
E
同

soa『。同

。SF
4
P
E
n
-
J
E
a
w
下
旬
「

『
]
困
問
。
白
山
&
え
J
】

V

∞mw目

後
遺

E
・
2
、
宮
参
照
。

(4) (3) 

E 

質
物
的
被
及
、
過
程
の
分
析

ロ
パ
ー
ト
u
y
y

の
景
無
世
論

静
六
十
八
巻

ブL

第
一
工
7
三
都

ブL



ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
白
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

O 

都
了
一
一
・
三
時
四

ロ

O 

景
気
盤
勤
と
栴
せ
ら
れ
る
産
業
白
一
般
的
な
蹴
張
及
び
収
縮
の
過
程
は
如
何
に
し
て
生
起
す
る
か
。
景
気
唆
動
の
衝
撃
1
1
1
景
気

の
波
の
始
愛
的
原
因

l
iは
戎
る
特
定
。
産
業
に
於
い
亡
不
断
に
興
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
経
携
の
用
部
に
興
え
ら
れ
る
衝
撃
が
如

何
に
し
て
産
業
D
-
般
的
友
愛
動
と
云
う
経
緯
シ
λ

テ
ム
会
慨
を
迅
守
る
運
動
を
引
起
し
得
る
か
。
波
及
白
問
題
は
景
気
潤
論
忙
於

い
て
中
心
的
地
位
を
占
め
る
。
し
か
も
、
土
記
白
問
題
構
成
に
従
え
ば
、
貨
幣
的
要
素
を
捨
象
し
て
財
貨
側
D
事
情
よ
り
波
及
過
程

を
分
析
す
る
ζ

と
、
帥
ち
、
安
物
的
波
及
過
程
の
分
析
が
先
す
果
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
由
課
題
で
あ
る
。

と
白
問
題
に
答
え
る
震
に

用
い
ら
れ
る
も
白
が
ロ
ハ
l
ト
ソ
ン
に
於
け
る
需
要
。
開
力
性
心
概
念
に
他
な
ら
な
い
。
本
節
に
於
い
て
は
、

と
白
斑
論
。
内
容
を

明
か
に
し
、
更
に
、
か
か
る
理
論
を
適
用
し
て
如
何
に
景
気
鑓
動
の
共
閥
的
な
問
題
が
分
析
さ
れ
る
か
を
述
べ
止
う
ん
思
う
。

1 

買
物
的
需
要
弾
力
位
。
概
念

順
序
と
し
て
、
光
世
、
景
気
持
見
勤
の
始
渡
的
岡
山
因
と
な
る
と
こ
ろ
の
個
々
白
渥
業
白
生
産
活
動
D
按
大
或
は
牧
縮
忙
針
す
る
誘
因

(
桂
一
)

忙
つ
い
て
簡
早
に
述
べ
て
沿
乙
う
n

(吋

生
産
費
白
費
化
。
生
産
費
む
低
下
は
生
産
蹴
張
を
う
な
が
し
、
・
そ
の
土
井
は
生
産
縮
少
D
誘
因
と
な
る
と
止
は
言
う
比
一
も
な

い
。
し
か
も
、
沈
滞
末
期
に
於
い
℃
は
労
働
む
能
率
の
上
昇
、
生
産
技
術
の
向
上
、
機
械
・
設
備
白
改
善
に
基
く
生
産
費
心
低
下
が

あ
り
、
他
方
、
好
ぬ
白
進
行
札
伴
っ
て
未
熟
練
労
働
者
。
使
用
等
に
よ
る
努
働
能
率
D
低
下
、
同
時
式
左
非
能
率
向
危
機
械
設
備
白
利

用
、
放
漫
な
艇
管
等
に
基
く
生
産
費
の
上
昇
が
起
る
事
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た
る
事
買
で
あ
る
。
と
の
こ
左
は
景
気
同
盟
動
白
循
瑛
性

を
説
明
す
る
如
く
で
あ
る
が
、

ζ

白
場
人
{
円
に
は
生
産
費
の
鑓
化
が
そ
れ
自
身
澗
立
な
景
気
鍵
動
白
始
渡
的
原
因
で
あ
る
と
は
考
え
難

い
。
し
か
し
乍
ら
、
種
々
の
事
情
(
琵
明
・
蕗
見
警
に
基
〈
生
産
費
の
嬰
化
が
始
強
的
原
因
と
し
て
、
生
産
活
動
白
縫
動
に
封
ナ
る



誘
因
と
し
て
作
用
ず
る
己
と
は
認
め
ら
れ
る
。

(b) 

生
産
物
と
引
換
え
に
獲
得
す
る
商
品
に
封
す
る
欲
求
D
愛
化
。
各
制
服
棒
、
主
悌
は
、
す
べ
て
何
等
か
白
働
き
(
何
事
る
を
支
出
し

て
生
産
部
動
在
行
う
が
、
と
り
生
産
活
動
の
某
準
は
、
内
達
さ
れ
た
生
産
物
と
他
の
商
品
と
白
交
換
骨
通
ヒ
て
技
用
の
極
大
を
求
め

エ
ブ
ォ

l
F
D
限
界
非
設
用
ー
と
獲
得
す
る
商
品
白
限
界
殻
刷
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
エ
フ
ォ

I
ト
を
支
出

す
る
。
従
円
J

て
、
生
産
物
と
引
換
え
忙
控
侍
す
る
商
品
に
相
到
す
る
欲
求
が
増
大
す
れ
ば
、
他
白
事
情
に
同
盟
北
が
友
い
限

b
、
生
産
の

C
啓
一
U

震
に
支
川
す
る
エ
フ
ォ

1
ト
白
宣
は
増
加
す
る
。
反
劉
花
、
欲
求
の
低
下
は
エ
フ
ォ

l
ト
の
査
を
減
少
せ
し
め
為
。

る
と
と
で
あ
る
。
即
ち
、

(
註
-
)
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
自
身
心
殺
越
は
、
こ
心
よ
う
に
明
確
に
街
撃
の
問
題
と
披
耳
目
的
問
周
を
憾
別

L
て
は
居
な
い
。
彼
は
個
々
の
産
業
に
針
ず

る
生
産
活
動
館
勤
心
誘
因
L
C
L
℃
究
心
コ
一
つ
を
畢
げ
る
。
向
生
蔵
費
の
鑓
北
間
生
産
物
と
引
換
え
に
獲
得
す
る
商
品
に
針
ず
る
欲
求
心
艶
化
向

調
釘
債
絡
の
艶
件
。
し
か
し
乍
ち
、
相
野
個
持
の
艶
化
の
項
目
の
下
応
取
扱
わ
れ
る
り
は
、
結
局
、
或
産
業
に
於
け
る
事
情
円
盤
化
白
他
り
置
業
へ

の
浪
及
的
祖
程
心
分
析
で
あ
っ
て
、
吾
々
泊
所
謂
波
及
川
U

問
題
に
他
な

b
な
い
。
而
し
て
、
相
針
慣
格
棚
田
勤
の
原
岡
と
し
て
翠
げ
ら
れ
る
或
産
業
に

於
け
る
生
産
費
り
艶
化
、
或
は
欲
求
の
強
化
、
盤
作
等
引
所
謂
景
気
心
波
白
始
質
的
原
因
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
に
開
ず
る
ロ
バ

l
h
リ
ン

ω
殺
越
の

方
法
は
悲
し
〈
そ
白
理
論
白
理
解
金
困
難
な
ら
し
持
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
世
っ
て
、
吾
々
は
、
こ
の
鮎
を
明
確
に
す
る
矯
に
先
ず
費
無
関
動

白
始
礎
的
原
田
川
に
つ
い
て
誕
ベ
、
究
い
で
、
波
及
祖
程
白
分
析
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

(
註
-
-
)
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
に
於
い
℃
位
、
各
産
業
出
生
産
活
動
は
平
等
な
協
同
者
の
グ
ル
ー
プ

(
M
E
Z
E
-
m
g唱
え

Z
E
-
g官
ユ
回
目
)
に
よ

っ
て
管
理
さ
れ
る
様
な
紹
潜
シ
ス
ア
ム
が
儒
定
さ
れ
る
。
世
っ
て
、
そ
こ
で
は
家
計
と
企
業
由
直
別
は
必
要
で
は
な
い
白
こ
の
様
な
鯉
調
主
睡
が
生

庫
川
り
馬
に
支
出
す
る
エ
フ
ォ

l
ト
に
は
車
に
樟
働
だ
け
で
な
〈
、
そ
の
生
産
に
要
し
た
機
械
設
備
、
原
料
等
私
す
ベ
て
エ
フ
ォ

1
ト
で
表
わ
し
て
合

め
ら
れ
る
。
己
的
鮎
山
話
回
は
ロ
パ
ー
ト
ソ

y
に
於
い
て
グ
ラ

7
4
カ
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
。

た
お
、
景
策
棚
田
勤

ω
分
析
に
於
い
て
、
考
事

ω
焦
賄
は
生
産
的
援
動
に
和
か
れ
る
が
、
屡
々
繁
築
と
沈
滞
mu
標
車
と
し
て
生
産
荷
動
の
扇
度
が
用

い
ら
れ
る
。
し
か
し
中
与
、
生
産
活
動
の
強
院
は
結
局
生
産
自
震
に
支
出
さ
れ
る
ヱ
フ
ォ

1
ト
の
置
、
或
は
生
産
さ
れ
た
財
の
量
で
測
ら
れ
な
け
れ

ほ
な

b
な
い
。

ι

フ
ォ

1
ト
の
盆
を
以
て
雇
傭
水
準
を
一
ホ
ナ
も
四
と
す
る
た
ち
ば
、

ζ

り
こ
と
は
景
気
麹
勘

ω
指
標
と
し
て
生
産
水
準
又
は
扉
仰
木

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

事
一
ニ
一
・
一
ニ
抗



ロ
バ

1
ト
y
v
J

の
景
気
理
論

世
十
日
炉
採
ら
れ
る
乙
と
を
一
万
七
帽
し
、
ロ
パ
ー
ト
ア
ン
に
於
け
る
エ
プ
「
ト
は
草
な
る
労
働

(
E
5
4
と
は
喪
っ
た
概
念
で
あ
え
し
か
も
、

そ
の
供
給
は
弾
力
的
ヤ
あ
る
こ
と
が
値
定
さ
れ
て
い
る
。
乙
泊
五
フ
オ
ー
ト
の
供
給
が
弾
力
的
で
あ
る
と
考
え
b
れ
て
い
る
と
と
は
後
白
議
論
に
於

い
て
決
定
的
に
重
要
た
前
提
と
な
る
。

向

ロ

-
z
w
g
n
H
E
U
H
M
H
0
4
E
q
w
E
宮
町
足

mmZ』
白

日

E
E
-
E
V品
E

S

F同
行
圏
・
】

Z
P
E
-
E。
|
】

HC・

向
乙
の
黙
の
許
制
な
る
説
明
に
つ
い
て
は
同
。
z
z
m
s
u
B
P
田
智
弘

w
a
F
E
E
S
H
E
E
z
t
E
P
口
E
ヲ
圃
参
照
。

何
回
。
Z
E
B
U
〉

ω内
E
V
E
-
H包
l
E
P
F再
E
m
F
H
F
4
自
色

F
O
町ロ
B
H
b
z
r
E・
民
話

山

川

口

町

-
F
z
r
f
u
F
高
富
l臼
2
・

静
六
十
八
巻

第
一
ニ
一
・
一
一
一
臨

さ
て
、
景
気
受
動
む
始
渡
的
原
因
は
、
と
白
様
に
し
て
一
定
の
産
業
白
生
産
指
動
白
抜
大
.
牧
縮
を
惹
起
す
る
が
、
し
か
ら
ば
、

か
か
る
佃
k

D
産
業
に
於
け
る
事
情
の
愛
化
は
如
何
に
し
て
産
業
一
般
白
好
侃
或
は
不
視
を
引
き
起
す
と
と
が
出
凍
る
か
。
或
産
業

に
於
け
る
繁
柴
は
他
む
産
業
白
犠
牲
に
よ
っ
て
り
み
可
能
で
あ
炉
、
全
般
と
じ
て
D
農
業
の
生
産
活
動
を
同
型
化
せ
し
め
得
ぬ
の
で
は

な
い
か
。
と
の
批
判
に
答
え
て
、
産
業
白
一
般
的
好
視
を
説
明
す
る
震
に
は
、
或
る
産
業
白
繁
柴
が
他
の
産
業
の
繁
柴
を
粛
ら
す
波

及
過
程
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
し
か
も
、

そ
れ
は
責
物
的
波
及
過
程
で
あ
る
。

と
白
潟
に
、
先
歩
、
貨
幣
が
存
十
代
せ
ナ
、
取
引
は
す
べ
て
物
々
交
換
に
よ
っ
で
行
わ
れ
る
貸
物
経
棒
を
想
定
す
る
。
従
っ
て
、
そ

こ
で
は
或
る
特
定
産
業
忙
於
け
る
生
産
白
抜
大
、
牧
縮
は
す
べ
て
相
封
悦
格
白
鑓
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
、
問
題
は
或
商
品
。

相
劃
偵
格
D
費
動
よ
り
、
財
相
互
間
D
附
係
に
基
い
て
他
白
産
業
に
於
け
る
生
産
活
動
白
旗
大
、
牧
縮
と
云
う
現
象
を
読
明
す
る
と

と
と
な
る
。

幅
削
債
格
今
、
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
A
産
業
。
生
産
が
抜
大
し
た
と
し
よ
う
。
他
。
産
業
B
D
生
産
物
の
A
生
産
物
で
表
v

わ
さ
れ
た
相

(闘も、

B
産
業
的
生
産
物
↑
串
位
E
交
換
さ
れ
る
瓜
生
産
物
の
量
)
は
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
債
格
白
一
愛
動
に
土
門
J

て
B



産
業
が
如
何
な
る
影
響
を
受
け
る
か
は
、

E
産
業
D
A
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
白
部
力
性
如
何
に
よ
ワ
て
決
定
さ
れ
る
。

B
産
業
。

A
生
産
物
陀
劉
す

Z
需
要
量
を
え

E
生
産
物
で
表
わ
し
た
A
生
産
物
白
相
封
償
格
を

p
と
す
れ
ば
、
』
Z
は
B
産
業
が
A
生
産
物

購
入
の
宮
支
問
し
よ
う
と
す

Z
E
生

産

物

皇

で

あ

る

が

件

ま

ih叶
』
(
H
l拘
)

?

l

市
山
村
で
あ
る
か
ら
、

p
が
下
落
す
る
揚
令
に
は
、
需
要
の
弾
力
性
が
ー
よ
り
大
で
あ
る
か
、
小
で
あ
る
か
に
従
っ
て
」
言
は
増
加
し
或
は
減
少
す
る
。

従
っ
て

R
生
産
物
で
表
わ
さ
れ
た
A
生
産
物
の
相
釘
債
格

p
白
下
務
(
郎
も
、

A
産
業
の
生
俸
損
大
に
塞
〈
A
生
産
物
一
ピ
表
わ
さ
れ
七
E
生

産
物
の
一
相
関
債
格
の
勝
貴
)

は、

B
産
業
の

A
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
白
弾
力
性
が
ー
よ
り
大
な
る
場
合
に
は
、

B
産
業
が
A
生
産
物

購
入
白
震
に
文
川
し
よ
う
と
す
る
そ
の
生
産
物
D
量
白
増
加
を
粛
ら
す
。
か
か
る
A
生
産
物
購
入
白
震
に
支
出
し
よ
う
と
す
る
E
生

産
物
心
増
加
は
、
車
に
他
D
財
の
購
入
を
差
控
え

τ
そ
れ
よ

D
特
用
し
た
部
分
よ
り
な
る
だ
け
で
な
く
、
エ
フ
ォ

l
ト
白
正
味
の
増

加
忙
よ
る
生
産
物
i

増
分
を
も
合
む
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
〈
て
、

A
生
産
物
で
表
わ
さ
れ
た
B
生
産
物
の
相
封
債
格
白
騰
貴
は

B
産
業
の
支
叫
す
る
エ
フ
ォ
!
卜
の
売
白
増
加
を
賛
ら
す
と
と
と
立
与
白
で
あ
る
の
と
心
意
味
に
於
い
て
、

と
白
需
要
白
脚
力
性
は

エ
フ
ォ

l
ト
で
表
b
し
た
貨
物
的
需
要
白
抑
力
性

T
H
E
E
q
E
骨

E
E
E
E同
国
号
。
ご
司
S
F
目

t
p
m
E
q
。町内
r
E
E
)
と
呼
ぶ
ζ

と
が
出
来
る
。
買
物
的
需
嬰
卯
力
性
が
ー
よ
り
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
A
産
業
白
生
産
披
大
は
E
産
業
D
生
産
披
張
白
誘
因
と
な
る
。

帥
ち
一
、
一
産
業
の
繁
柴
は
他
白
産
業
白
犠
牲
に
よ
う
て
可
能
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
或
産
業
の
繁
柴
が
他
白
産
柴
を
濁
ら
す
と
と
も

可
能
な
の
で
あ
る
。
反
割
に
、
目
立
物
的
需
要
D
卵
力
性
が
ー
よ
り
小
な
呂
場
令
に
は
、
一
産
業
の
生
産
拡
張
は
却
っ
て
、
他
の
産
業

。
十
産
縮
少
の
一
誘
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一一円註一一一〉

貨
物
的
需
要
期
力
性
白
概
念
に
よ
っ
て
、
貸
物
的
波
及
過
程
白
分
析
要
具
は
輿
え
ら
れ
た
。
し
か
ら
ば
、
そ
れ
は
如
何
在
る
具
閥

的
左
問
題
に
泊
則
さ
れ
る
か
を
弐
に
述
べ
占
う
。

ロ
パ
ー
ト
ア
ン
の
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

第
戸
工
一
二
ニ
披



ロ
パ
ー
ト
ツ
ン
の
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

四

事一二一・一一一瞬

Ol 

農
業
に
於
げ
る
盟
作
は
農
産
物
に
釘
す
る
工
産
物
の
一
般
的
な
償
値
上
昇
を
粛
ら
す
が
、
通
常
、
農
産
物
に
封
す
る
需
要
白
期
力

性
は
1
占
り
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
的
、
曲
且
作
は
工
業
話
勤
白
菰
張
を
刺
戟
す
る
で
あ
ろ
う
υ

景
気
嬰
勤
に
関
す
る
農
業
原
因

読
(
阿
佐

3
耳
目
。
。
き
は
盟
作
と
禁
築
が
、
又
凶
作
と
沈
滞
が
園
田
市
闘
係
を
有
す
る
と
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
忙
針

し
て
加
え
ら
れ
る
「
盟
作
は
購
買
力
の
工
業
よ
り
農
業
へ
の
移
仰
を
粛
ら
す
だ
け
で
、
購
買
力
総
額
が
不
同
盟
?
な
る
限
り
、
産
業
一
般

の
生
産
活
動
は
不
援
に
止
ま
る
」
と
云
う
批
判
に
釘
し
℃
、
以
上
白
抑
力
性
分
析
は
良
業
原
因
設
に
反
批
判
の
現
論
的
基
礎
を
輿
え

る
。
し
か
し
乍
ら
、
明
か
に
ー
需
要
D
弾
力
牲
が
1
よ
b
小
な
る
時
に
は
、
盟
作
は
却
ワ
て
工
業
活
動
の
収
縮
白
原
因
と
な
り
得
る
。

事
賞
、
農
産
物
に
封
す
る
需
要
白
抑
力
牲
が
、
そ
白
時
々

D
事
情
に
依
っ
て
異
円
J

た
値
を
と
り
、
そ
れ
に
よ
う
て
牧
猿
の
同
盟
動
が
工

業
活
動
陀
劃
し

τ積
々
な
る
影
響
を
及
ぽ
し
た
事
買
を
ロ
パ

I
ト
ソ
ン
は
詳
細
に
説
明
し
て
い
か
。
従
ワ
て
、
も
し
牧
獲
白
波
百
戸
一
云

う
も
D
が
あ
、
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
工
業
生
産
の
波
D
冠
全
昂
る
説
明
主
興
え
る
も
白
で
は
左
い
。
し
か
し
、
買
物
的
需
要
の
蹄
力

怯
白
概
念
は
農
業
生
産
に
於
け
あ
鐙
動
が
景
試
受
動
白
種
々
な
る
段
階
が
起
る
時
鮪
と
、
そ
の
強
度
の
決
定
に
島
々
影
響
を
奥
え
る

と
と
を
明
か
に
す
句

或
産
業
に
於
い
て
生
産
膝
張
白
一
誘
因
が
奥
え
ら
れ
旬
。
な
ら
ば
、
そ
の
産
業
白
生
産
が
増
加
す
る
と
と
は
ト
述
白
如
〈
で
あ
る
が
、

開
力
性
分
析
は
、
各
産
業
の
相
互
D
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
の
弾
力
性
が
ー
よ
り
大
で
あ
る
と
と
を
伎
定
す
る
左
ら
ぽ
、
か
か
る
一

部
白
産
業
に
於
け
る
生
産
の
愛
動
が
各
産
業
白
生
産
活
動
披
張
に
謝
す
る
誘
因
と
な
り
、
産
業
一
般
D
生
産
披
張
を
惹
起
し
得
る
と

立
枕
回
)

と
を
明
品
位
し
た
。
今
、
間
接
消
費
財
(
銑
織
・
煉
瓦
-

K

メ
ソ
ト
・
木
材
等
ロ
パ
l
ト
ツ
Y

の
府
間

z
m
w
g
E
E
E
B
L
E
E
E
S
D
生

産
費
が
低
下
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
殆
ん
ど
す
べ
て
白
産
業
は
(
資
本
財
渥
業
の
み
な
ら
十
消
費
財
産
業
ち
)

間
接
消
費
財
と
関
聯
し
て

い
る
か
ら
、
間
接
消
費
財
産
業
の
生
産
費
白
低
下
に
よ
る
生
産
披
張
が
恐
ら
く
大
部
分
白
産
業
D
生
産
蹟
張
の
誘
因
と
な
り
、
産
業



一
般
D
好
泌
を
蒲
ら
す
と
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
若
干
白
産
業
に
於
い
て
固
定
的
生
産
設
備
白
操
業
費
が
低
下
J

レ
売
場
合
を

考
え
る
な
ら
ば
、

と
D
場
合
に
は
生
産
費
D
低
下
が
直
接
的
に
そ
り
産
業
白
生
産
披
張
を
う
な
が
す
だ
け
で
な
〈
、
か
か
る
操
業
費

の
低
下
は
そ

D
固
定
的
生
産
設
備
に
封
す
る
欲
求
を
増
加
せ
し
め
る
と
と
に
占
っ
て
間
接
的
に
そ
の
産
業

D
生
産
摘
張
。
誘
因
と
な

る
。
と
の
結
果
、
国
定
的
生
産
設
備
に
劃
す
る
需
要
白
増
加
、
従
っ
て
そ
白
相
釣
似
格
白
騰
貴
が
周
定
者
本
財
産
業
白
生
産
撰
張
を

円

t
九

頭
ら
し
、
更
に
影
響
は
間
接
消
費
財
産
業
に
及
川
b
o

し
か
し
乍
ら
、
各
産
業
白
相
互
D
生
産
物
に
封
ず
る
需
要
白
弾
力
性
が
常
に
ー
よ
り
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
で
は
な
ら
在
い
。
事

賀
、
不
況
に
於
い
て
、
そ
白
生
産
物
陀
封
す
る
需
要
が
非
弾
h
A
的
と
な
る
産
業
が
存
十
忙
し
、
か
か
る
産
業
の
過
剰
生
産
よ
り
産
業
白

一
般
的
沈
滞
が
生
歩
る
む
で
あ
る
。
次
に
、
と
の
一
般
的
過
剰
生
産
白
買
物
経
静
的
考
察
に
進
も
う
。

(
陣
三
)
以
上
。
分
析
は
物
々
交
換
白
貨
物
経
済
を
仮
定
し
て
準
め
ら
れ
、
従
っ
て
、
需
要
申
現
力
怯
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
鹿
動
が
考
え

b

れ
る
債
格
は
B
商
品
で
あ
ら
わ
し
た
A
商
品
心
相
卦
慣
椅
で
あ
っ
た
が
、
今
、
貨
幣
経
済
を
考
え
、
貨
幣
で
あ
ち
わ
し
た
A
商
品
目
相
詩
的
慶
闘
で

A
商
品
K
却
す
る
需
理
量
の
相
劃
的
捜
動
を
除
L
た
遁
常
的
貨
幣
的
需
要
目
弾
力
開
佐
用
い
て
も
差
支
え
な
い
。
A
商
品
の
噌
加
に
伴
っ
て
そ
の
貨

幣
慣
格
が
下
落
ず
る
と
し
土
ぅ
。
B
産
業
の

A
商
品
に
錯
す
る
(
貨
幣
的
)
需
要
の
開
力
性
出
1
k
m
大
で
あ
る
時
、

A
商
品
目
慣
椅
の
艶
動
に
も

拘

ιず
他
白
商
品
目
債
格
は
不
艶
で
あ
り
、

B
産
業
。
貨
幣
保
有
量
及
F
A
以
升
白
財
に
封
ず
る
需
要
量
も
不
棚
田
T
あ
る
か
或
M
H
A
商
品
の
需
要
量

の
甥
動
車
よ
P
小
な
る
比
車
で
盤
勤
す
る
と
偲
定
ず
る
な
ら
ば
、
B
産
業
は
そ
自
生
産
物
白
供
給
を
晴
加
せ
し
め
々
け
れ
ば
な

ι自
で
あ
る
ラ
ロ

之
に
封
L
て
ハ

1
パ
ヲ
ー
は
究
白
如
〈
言
う
ロ
「
農
産
物
と
交
換
に
文
排
b
4
る
工
産
物
自
噌
如
或
且
械
少
は
工
産
物
の
生
産
に
於
け
る
そ
れ
だ

け
由
晴
加
或
は
抽
出
少
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
農
産
物
に
封
ず
る
需
要
凶
弾
力
怯
と
い
う
白
は
工
業
側
が
農
産
物
自
種
々
慶
化
ず
る
量

L

乙
交
換
に
差
出
す
財
を
生
産
す
る
嬬
に
重
出
す
る
エ
ア
オ
ー
ト
或
は
生
産
活
動
白
景
に
関
聯
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
〈
て
L
業
側
の
農
麗

物
区
劃
す
る
エ
フ
オ
ー
ト
で
表
わ
し
た
需
要
由
蝉
力
性
を
一
定
と
侭
定
す
る
こ
と
に
友
つ
℃
、
生
産
物
は
牧
獲
田
慶
動
に
如
何
に
誼
顧
す
る
か
四
ー
知

贈
を
恨
定
し
て
い
る
自
で
あ
る
。
し
か
し
、
需
要
の
開
力
怯
位
未
知
数
?
あ
る
か
ら
、
前
以
て
侭
定
き
れ
て
は
な
ら
な
い
じ
た
L
F
K
、
貨
幣
的

ロ
パ

I
F
u
y
ン
の
費
無
理
論

第
六
十
凡
巷

五

第
一
二
一
・
コ
一
蹴

五



ロ
パ
ー
ト
w
F
Y

抑
景
無
理
論

事
宗
十
八
巻

一占，、

第
了
一
了
三
股

ゴ

ム
ノ、

需
要
。
現
力
性
を
考
え
る
揚
骨
に
於
い
て
も
、
そ
れ
は
結
局
エ
フ
泊

1
ト
白
量
と
閥
聯
し
な
け
れ
ば
な
ら
由
と
い
ろ
意
味
に
於
い
て
、
貨
物
的
需
要

白
弾
力
性
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
が
同
車
る
。
し
か
し
乍

b
、
か
か
る
需
要
白
弾
力
性
は
、
そ
白
時
々
山
市
場
欣
加
に
依
存
L
乍

b
、
心
理
的
、
制
度

的
に
決
ま
る
と
と
ろ
の
構
詣
常
数
で
あ
っ
と
、
ハ
ー
バ
ラ

1
白
言
う
如
〈
問
題
。
解
で
は
な
川
。

し
か
し
乍

ι、
ロ
バ

1
ト
ジ
シ
の
需
要
目
開
力
性
的
概
愈
に
よ
る
分
析
品
ご
つ
の
財
に
川
町
み
控
目

L
て
誼
用
さ
れ
、

A
商
品
り
備
特
捜
到
に
基
い

て
、
他
白
尉
の
慣
椅
が
慶
動
ず
る
場
合
、
或
は
そ
れ
に
よ
っ
て

B
産
業
四

A
商
品
以
外
の
財
に
封
ず
る
需
要
が
醐
出
動
す
る
場
合
、

B
産
業
及
び
他
の

産
業
部
如
何
な
る
影
韓
を
受
け
る
品
、
を
同
時
に
迫
跡
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
む
一
般
均
衡
理
論
自
立
場
討
す
A

て
白
尉
を
通
ず
る
液
及
を
考
慮

に
入

ιて
問
題
を
車
扱
う
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
と
と
を
思
う
な
ら
ほ
、
ロ
バ
I
k
r
u
y
y
の
理
論
に
は
な
担
弱
貼
が
存
す
る
ζ

とも
T

認
め
な

け
れ
ば
在
ら
な
い
。

な
布
、
以
上
自
分
析
に
於
い
て
、
債
格
心
強
動
と
い
う
の
は
議
恕
さ
れ
た
憤
絡
の
醐
出
動
で
あ
り
、
生
産
自
噴
加
と
い
う
白
は
、
さ
し
あ

trp
、
そ

れ
だ
り
回
生
産
計
量
の
摘
張
を
意
陸
ず
る
も
の
と
考
え
る
四
が
委
嘗
で
あ
る
。

A
産
業
に
於
け
る
事
情
。
麹
化
に
基
い
て
、

B
産
業
は
そ
白
債
格
が

あ
る
但
を
と
る
で
あ
ろ
う
と
諜
想
し
、
(
恐
ち
〈
、

B
産
業
は

A
産
業
の
生
産
損
張

ω
結
果
、
-
B
生
産
物
自
相
調
伺
持
拡
騰
貴
す
る
と
諌
認
す
る
で

あ
ろ
う
)
之
に
基
い
て
自
己
目
生
産
計
査
を
立
て
る
c

か
か
る
欝
劃
川
町
結
果
成
立
す
る
現
貨
の
個
持
は
、
と
の
生
産
計
量
の
賞
現
L
C

晶
に
、
供
給
側

目
事
情
も
作
用

L
て
確
立
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
以
上
の
議
論
は
農
産
物
と
工
産
物
と
の
問
。
交
換
比
例
。
決
定
区
償
っ
て
、
工
業
側
。
農
産
物
需
要

の
作
用
の
み
を
見
て
、
農
業
側
白
農
産
物
供
給
自
作
用
を
看
過
し
て
い
る
」
ー
と
い
う
批
判
は
的
を
外
れ
て
い
る
。

(
註
四
)

A

産
業
の
生
産
物
は
B
産
業
に
於
い
℃
申
み
需
要
さ
れ
、

B
産
業
の
生
産
物
は
C
産
業
に
於
い
て
白
み
、

c
生
産
物
は

D
産
業
日
ト
於
い
て

の
み
需
要
き
れ
る
如
き
産
業
開
由
連
繋
が
あ
る
場
合
に
は
、

A
産
業
自
事
情
の
艶
化
は
順
衣
広
之
等
四
産
業
に
被
及
し
て
行
〈
(
〉
↓
国
↓
ロ

↓

巴

↓

)

。

A
産
業
自
生
産
物
が
他
。
産
業

B
、

c、
D

l

-

E

於
い
て
ー
需
要
さ
れ
る
な
ち
ぽ
、

A
産
業
の
事
情
の
艶
化
払
直
接
的
に
之
専

の
産
業
民
放
及
す
る
が
予

B
産
業
が
真
に
旬
、

h
.
1

ー
産
業
と
連
繋
し
て
い
る
た
ち
ば
、

A
産
業
は
間
接
的
に
之
隼
の
産
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

、y
現
買
に
於
い
て
、
一
部
町
産
業
に
具
え
ら
れ
た
始
後
的
原
悶
が
ど
ζ

ま
で
波
及
し
て
行
〈
か
は
、
始
致
的
原
因
が
知
何
な
る
産
業

「
〉
¥
出
J
k
g
d

{
〈
{
口
}
に
奥
え
ち
れ
る
か
、
各
産
業
が
如
何
に
蓮
繋
し
て
い
る
か
、
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。



9 . 
(
睦
五
)
景
気
担
割
。
始
礎
的
原
因
と
な
る
主
こ
ろ
O
商
品
に
謝
す
る
欲
求
U

現
化
は
消
費
財
に
於
い
て
も
一
般
的
且
断
観
的
に
起
る
揚
骨
が
考
え

ち
れ
る
け
れ
ど
も
、
景
気
麗
訪
に
於
い
て
、
一
層
重
聖
な
る
宮
議
を
持
っ
て
い
る
四
位
固
定
的
生
産
設
備
で
あ
る
。
査
し
、
固
定
的
生
産
設
備
に
封

ず
る
欲
求
は
そ
白
見
込
限
界
生
産
力
に
位
在
L
て
居
刀
、
か
か
る
理
想
は
容
易
に
盤
動
j
L
得
る
hr
ち
で
あ
る
d

又
、
消
費
財
に
罰
す
品
需
要
目
指
加

は
、
加
速
度
目
詰
則
民
よ
っ
て
、
何
倍
序
回
聞
定
的
生
産
設
備
を
必
要
と
す
る
に
至
る
。
従
っ
て
、
景
気
圏
動
に
於
M
て
、
中
心
的
地
位
を
占
め
る

四
位
固
定
的
生
産
設
備
を
多
量
に
要
す
る
産
業
で
あ
り
、
吾
々
の
考
察
に
於
い
て
も
、
重
監
は
か
か
る
資
本
財
産
業
を
中
心
と
す
る
景
気
盤
訴

(EM又
B
E
E
P
-
n
w
n
F
)
に
お
か
れ
る
。

な
お
、
加
速
度
中
醤
則
が
現
貨
に
作
用
す
る
に
営
っ
て
蒙
る
4

き
制
限
に
闘
す
る
ロ
パ
ー
ト
y
y
p
見
解
は
詰
固
に
値
す
る
炉
、
こ
と
に
は
立
入

ら
な
い
。

ω
列
。
一
宮
昆

E白
川
〉
盟
国
身
"
司
・
昌
同

m
h
b
ω
F
E
w
-
ロ
い
l
昌司・

何
回
。
官
民
古
田

U
F
s
r百
伺

】

屯

O
H
H
n
F
E・
巴
|
嵐

山門

h
w
m
k
-
L司
・
口
|
昆
・

何
回
以
げ
E
2
・
NhSFMVH司・

品
川
背
山
敬
投
「
貨
物
的
披
及
過
程
の
弾
性
分
析
」
経
済
論
議
、
一
九
四
ニ
年
、
一
王

l
一
六
頁
。

何
回
。

Z
E。
回
、
礼
子
見
-mHV
・

同

師

、

巾
門
町
内
・
盟
問
。

f
N
F
F
唱
・
雪

l
g・

間

関

与

E
E岡
、
〉

E
E
F
M
V唱
r
H
E
l】日・

加

b
p
r円、円

rav・
同
・
国
民
砕
EmHMOHRF
句
同
同

刊
と
の
貼
に
つ
い
て
は
、
青
山
教
授
「
景
気
循
環
過
程
K
於
け
る
資
平
財
産
業
と
消
費
財
産
業
」
紹
済
関
勤
理
論
の
研
究
、
第
二
巻
参
照
。

一
般
的
過
剰
生
産
白
買
物
経
務
的
考
察

以
上
白
分
析
に
よ
っ
て
、
貸
附
相
白
作
用
を
捨
象
し
た
貨
物
経
済
に
於
い
て
も
、
需
要
。
弾
力
性
が
ー
に
等
し
〈
友
い
限

b
、

符

撃

ロ
パ
ー
ト

y
ン
の
景
無
理
論

• 
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ロ
バ

l
ト

y
y
の
景
無
理
論

第
六
十
八
巻

戸ド

事
で
一
一
・
三
腕

F、

が
経
済
む
一
部
に
輿
え
ら
れ
る
友
ら
ば
産
業
一
般
白
生
産
活
動
は
不
断
に
愛
動
を
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
示
さ
れ
た
。

L
か

も
、
と
む
需
要
白
弾
力
性
は
財
相
互
間
白
生
産
技
術
的
事
情
に
基
く
縦
四
闘
係
、
代
用
・
補
完
に
基
く
横
白
関
係
、
副
ち
財
貨
側
の

構
進
的
特
徴
を
表
b
す
所
謂
構
法
常
数

(
m
E
E
E
官
Z
B
E同
)
で
あ
る
。
と
の
意
味
に
於
い

τ、
か
か
る
事
情
に
某
く
温
度
在
る

生
産
自
愛
動
(
唱
官
。
町
E
R
E
O古伊丹
S
E
a
s
-官
件
)
は
、
現
在
白
樫
棒
組
織
の
下
k
於
い
て
は
、

E
首
主
(
】
gzEEO)
も
白
と
見
倣

さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
産
の
令
理
的
主
水
準

(
E
S
E
-
2
4
E
E
E
E
R
え宮内凶
E
E
H
E丹
市
呈
)
は
二
正
一
白
波
動
を
も
つ
も
り
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、

現
日
立
に
於
い
て
は
、

生
産
白
費
動
が
か
か
る
正
首
な
水
準
E
越
え
て
過
度
に
進
行
す
る
事
情
が
存
す
る
。
邸
ち
、

ま
中
生
産
に
於
け
る
懐
妊
期
間
(
唱
ロ
乱
。
町
唱
え
E
B
)
で
あ
る
。
生
産
扱
張
の
計
壷
が
現
貨
の
生
産
白
増
加
と
友
っ
て
あ
ら
わ
れ
る

ま
で
に
は
一
定
白
期
間
を
必
要
と
す
る
が
、

ζ

の
結
果
生
産
掠
張
白
一
誘
因
は
過
大
に
見
積
も
ら
れ
、
所
調
合
理
的
錯
誤
に
基
い
て
生

nzzξ
投
婦
の
閑
難
V

等
白
事
情
は
、
特
に
資
本
財
産
業
に
於
い
て
、

産
搬
張
は
過
度
に
進
行
す
る
、
そ
れ
と
共
に
、
資
本
設
備
白
分
割
白
困
難
な
と
と
(
例
え
ば
識
這
白
場
合
な
E
)
、
及
び
剛
直
恰

(
E
E
-

ぬ

生
産
の
鑓
動
が
過
度
位
進
行
す
る
原
因
と
な
る
。
更
に
、
質

(
心
理
的
波
及
過
程
)
。

幣
白
作
用
を
別
と
し
て
も
、
柴
観
、
悲
観
む
人
気
白
動
茸
が
過
度
白
生
産
鑓
動
白
進
行
を
助
長
す
る
。

一
旦
長
気
上
昇
白
街
撃
が
一
一
部
白
産
業
に
興
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
産
業
一
般
の
生
産
活
動
白
旗
張
を
惹
起
し
、

か
く
て
、

一
般
的

な
好
岬
山
を
融
加
ら
す
が
、
見
に
、
そ
れ
は
過
度
に
進
行
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、

生
産
の
過
度
白
旗
張

(HEMM官。
1mHO

2
官
E
E自
己

E
Z
E
H
E
E音
色
)
と
云
う
と
ー
と
の
意
義
は
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
に
於
い
て
如
何
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

投
資
活
動
。
本
質
は
現
在
白
消
費
を
断
念
し
て
、
将
来
に
於
げ
る
報
酬
を
準
備
す
る
と
と
に
あ
る
か
ら
、
懐
妊
期
間
に
よ
る
生
産

の
遅
れ
に
よ
っ
て
生
産
物
が
将
来
も
高
慌
で
あ
る
と
諜
怨
さ
れ
る
限
り
、
投
資
は
増
大
し
生
産
扱
張
は
続
け
ら
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
.



生
産
自
過
度
な
る
披
張
白
結
田
持
、

や
が
亡
此
等
白
抜
張
計
童
は
行
詰
る
に
至
る
。
そ
れ
は
、

生
産
扱
張
の
計
撃
は
懐
妊
期
間
白
終
了

値
が
晴
朗
恕
さ
れ
た
債
依
以
下
に
な
り
、

ム
」
共
に
現
買
白
生
産
高
白
増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
生
産
蹟
張
の
誘
因
が
過
大
に
見
積
も
ら
れ
た
結
果
、
そ
白
生
産
物
の
憤

そ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
満
足
は
投
資
白
潟
に
支
挑
G
た
犠
牲
を
償
わ
ね
と
'
ど
が
判
明
す
る
忙
至

っ
て
投
費
活
動
が
行
詰
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
に
於
い
て
、
過
剰
投
資
と
は
か
く
D
如
き
事
態
争
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ

か
。
過
剰
投
資
は
主
と
し
て
披
張
心
中
心
と
な
っ
た
費
木
財
置
業
に
於
い
て
行
わ
れ
る
。
か
か
る
事
態
に
於
い
て
、
と
の
産
業
む
生

産
物
に
劃
す
る
需
要
が
非
弾
力
闘
で
あ
る
在
ら
ば
、
抜
張
D
一
計
萱
は
中
塗
に
於
い
て
放
棄
さ
れ
る
と
北
、
に
、
そ
れ
以
上
生
産
を
続
け

る
こ
と
は
過
剰
投
資
に
よ
っ
亡
蒙
一
り
た
損
失
を
一
厨
大
き
く
す
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
生
産
白
牧
縮
を
傑
儀
な
く
苫
れ
る
。

一
方
、
こ
白
産
業
白
過
剰
生
産
は
、
モ
D
生
産
物
に
封
し
て
非
開
力
的
な
る
需
要
を
有
す
る
産
業
に
謝
す
る
生
産
縮
少
白
一
誘
因
と
な

る
。
蓋
し
、
か
か
る
産
業
に
於
い
て
も
、
そ
れ
以
上
の
生
産
主
績
け
る
な
ら
ば
、
生
産
の
結
果
は
生
産
の
魚
に
支
拙
う
犠
粧
を
償
わ

守
、
却
ワ
て
損
失
を
蒙
る
と
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
ζ

白
産
業
も
亦
地
剰
生
産
の
欣
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。

各
産
業
の
相
互
の
生
産
物
忙
封
す
る
需
要
白
弾
力
性
が
ー
よ
り
小
と
な
る
に
至
る
な
ら
ば
、
各
産
業
が
好
況
に
於
い
て
披
涙
さ
れ
た

一大詰-〕

生
産
規
模
を
維
持
す
る
と
と
は
正
に
「
一
般
的
過
剰
生
産
」
を
意
味
す
る
と
と
と
た
る
。
縫
っ
て
、
そ
と
か
ら
景
気
は
下
降
に
締
じ
、

生
産
取
締
の
過
程
が
始
ま
る
。

現
買
の
景
気
時
現
動
に
於
い
て
、

不
視
と
北
ハ
に
、
そ
の
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
が
非
加
力
的
と
な
る
こ
う
白
、

し
か
も
す
べ
て
白
産

業
に
影
響
を
有
し
景
気
鑓
動
に
於
い
て
一
主
要
な
地
位
を
占
め
る
産
業
が
あ
る
。
国
定
的
生
産
設
備
を
生
産
す
る
産
業
と
逗
職
業
で
あ

る
。
聞
定
的
生
産
設
備
は
好
侃
中
の
生
産
瞭
張
に
止
っ
て
各
産
業
に
於
い
て
増
設
さ
れ
て
、

い
b
ぼ
飽
和
扶
態

(
E
Z
E
E
官
百
四
)

忙
達
し
て
居
担
、

又
、
運
迭
を
必
要
ー
と
す
る
財
白
量
に
は
限
界
が
あ
り
、
通
常
白
南
ロ
聞
に
謝
す
る
需
要
と
具
っ
て
、
運
治
肘
役
に
封
す

ロ
パ
ー
ト

y
y
目
景
気
理
論
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、，-戸

ロ
パ
ー
ト

yν
白
景
親
哩
前

第
六
十
凡
程

四
.0 

第
了
二
・
=
一
揖

四
Q 

る
需
要
に
は
物
理
的
限
界
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
産
業
の
規
模
が
過
度
に
旗
張
さ
れ
る
な
ら
ぽ
、
そ
白
生
産
物
に
謝
す
る
需
要
は

。

非
弾
力
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
縫
っ
て
、
之
等
D
産
業
白
過
剰
生
産
は
容
易
に
他
白
大
部
分
。
産
業
に
波
及
し
て
、
そ
白
生
産
牧
縮

白
誘
因
を
奥
え
る
己
と
と
念
る
。

(
控
-
)
過
剰
投
棄
を
殻
鵠
と
現
寅
自
背
離
に
よ
F

て
規
定
し
た
黙
に
於
い
て
、

F
パ
ー
ト

yν
り
理
論
は
販
路
法
則
批
判
と
し
て

E
し
い
荒
限
勧

E
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
頁
に
、
質
物
的
需
要
目
碑
力
障
の
概
念
。
題
用
に
よ
っ
て
、
貨
物
鯉
湾
民
於
け
る
一
般
的
過
剰
生
産
。
理
論

的
可
悟
性
が
誼
明
さ
れ
る
。
之
に
依
っ
て
、
一
般
的
遇
制
明
生
産
山
可
闇
怪
を
否
定
す
る
販
路
控
則
は
全
面
的
に
批
判
さ
れ
る
。
過
剰
生
産
を
致
問
と

犠
牲
(
負
の
設
用
)
の
封
比
児
よ
ワ
て
規
定
す
る
と
と
に
よ
っ
て
販
路
法
則
は
可
龍
と
な
る
が
、

L
か
し
、
そ
れ
は
致
用
概
念
目
立
つ
も
自
で
あ
る

貼
に
於
い
て
弱
賠
を
有
す
h
。

何
回
。
宮
吋

E
凶
切
回
目

r
H
a
p
-
h
4
9
u
v
p
邑・

州

W

〉

E
E出

F
ュ
H

・2
H
4
?
同

-
M
W
E
E高
】
VCMMF出
。

E
-
v
『

向

ピ

グ

T
K於
い
て
は
漬
物
的
波
及
過
程
、
貨
幣
的
被
及
過
桂
と
並
ん
で
必
躍
的
被
及
過
程
が
調
立
作
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
輯
密
な
分
析

が
加
え

b
れ
て
い
る
。
(
】
2
m
E
U
P
U
F
F
吋
司
門
戸

Q
J
E
T
a
w
園
・
)

仰
向
〉

m
E《
qu
司・】

gu
芭。・

山
附

h
t
u
ヲ
目
。

T
F
n
w
E
m
F
Eの
許
可
・
ヰ
目

的
青
山
敬
授
「
現
代
景
試
理
論
に
於
げ
る
既
路
控
則
自
問
題
」
絡
調
醐
陣
頭
理
論
田
研
究
第
ニ
省
、
一
九
五

O
年
、
二
四
三

l
二
回
豆
買
。

向

P
H
F口
問
ロ

U
回
E
E
S
U
1
3
6
H
O
吋
『
宮
司
・
昌
一
回
戸
下
回
明
・
青
山
教
授
、
前
掲
書
二
四
回
頁
。

E 

貨
常
的
波
及
過
程
の
分
析

こ
れ
ま
で
白
分
析
は
物
々
交
換
白
貴
物
経
済
白
想
定
白
下
に
進
め
ら
れ
、
貨
幣
的
機
構
む
作
用
化
闘
し
て
は
何
等
言
及
す
る
ヒ
と



が
・
な
か
ワ
た
。
景
気
同
盟
勤
過
程
を
財
貨
側
の
事
情
よ
り
分
析
す
る
と
と
が
そ
白
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
現
代

白
経
梼
は
貨
幣
鰹
祷
で
あ
り
、
産
業
D
活
動
は
す
べ
て
の
貨
幣
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
る
。
と
の
事
賢
に
よ
っ
て
、
上
越
D
如
き
貨

物
経
静
的
法
則
は
現
買
に
於
い
て
種
々
な
る
嬰
容
を
受
け
る
が
、
そ
れ
に
払
拘
ら
守
、
景
気
愛
動
を
保
件
宇
け
る
貨
幣
側
白
事
情
は

財
貨
側
白
事
情
と
別
個
に
考
策
さ
れ
得
る
も
白
で
あ
り
、
し
か
も
貨
幣
な
き
買
物
経
棒
に
於
け
る
思
惟
賀
除
を
前
提
す
る
と
と
に
よ

っ
之
、
よ
り
抜
果
的
に
分
析
し
得
る
と
云
-
う
白
が
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
立
場
で
あ
っ
た
。
市
し
て
、
貨
幣
的
機
構
D
存
在
に
止
。
て
景

気
時
型
動
過
程
が
保
件
や
け
ら
れ
る
事
情
を
分
析
す
る
こ
と
が
貨
幣
的
波
及
拠
程
の
問
題
で
あ
る
。

ロパ

1
ト
ソ
ン
の
質
物
的
波
及
過

程
分
析
を
考
察
し
来
ヲ
た
吾
々
は
、
-
次
に
、
そ
の
貨
幣
的
波
及
温
程
白
分
析
を
芳
察
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ね
。
と
む
一
隅
者
を
侠
つ
て
は

じ
め
て
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
白
景
気
現
論
は
全
面
的
に
明
か
に
在
る
で
あ
ろ
う
。

景
気
白
上
昇
と
共
に
、
生
産
白
抜
張
計
聾
D
進
行
は
新
た
な
る
買
物
費
本
の
形
成
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
に
要
す
る
資
金
は
主

と
し
て
銀
行
白
信
用
創
遁
陀
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
創
治
さ
れ
た
る
信
用
ほ
企
業
に
輿
え
ら
れ
、
か
〈
て
経
携
の
一
部
に
生
じ
た
る

購
買
力
む
嬰
勤
は
、
或
は
物
償
白
愛
動
在
惹
起
し
、
或
位
他
白
経
路
一
手
遁
亡
て
経
済
の
シ
ス
テ
ム
全
般
忙
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
〈
。

か
か
る
購
買
力
の
費
動
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
貨
幣
機
構
を
遁
中
る
波
及
鋼
程
が
所
謂
貨
幣
的
波
及
過
程
で
あ
る
。
ロ
パ

1
ト
ソ
ン

は
ζ

の
問
題
目
展
開
に
於
い
て
「
期
間
分
析
」
的
方
法
(
官
ロ

a
E己
》
白
、
司

E
E
E
E
r己
止
自
己
官
院
)
を
採
用
す
る
も
白
で
あ
る
と

ム
」
は
周
知
白
如
く
で
あ
る
が
、
本
節
に
於
い
て
は
、

ロパ

l
ト
ソ
ン
の
と
白
理
論
白
内
容
を
紹
介
し
、
吹
い
で
、
と
の
分
析
を
趨
用

し
て
貸
物
経
梼
的
法
則
が
如
何
に
修
正
さ
れ
る
か
を
明
か
に
し
よ
う
。

1 

信
用
創
建
の
資
本
形
成
殻
果
と
債
格
水
準

景
気
愛
動
白
分
析
に
於
い
て
「
貯
蓄
」
の
概
念
は
中
心
的
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
が
、

か
か
る
貯
蓄
に
関
し
て
巌
密
な
る
定
義

ロ
パ
ー
ト
y
ン
の
景
無
理
論
'

第
六
十
八
巻

四

第
了
ニ
・
主
観

同



ロ
パ
ー
ト
ツ
シ
の
景
無
理
論

第
六
十
凡
巻

四

第
一
・
ニ
・
=
一
揖

四

を
興
ぇ
、
と
れ
と
貸
物
者
木
形
成
と
む
闘
聯
を
明
か
に
し
た
ケ
と
と
は
ロ
パ

l
ト
ソ
シ
む
功
結
で
あ
ろ
.
ぅ
。
以
下
の
分
析
に
先
立
っ
て
、

先
学
、
と
の
結
を
説
明
し
て
止
〈
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

資
本
形
成
活
動
と
、

ロパ

l
ト
ソ
ン
は
ζ

白
奇
木
形
成
活
動
を

そ
白
結
果
た
る
貨
物
資
本
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

FRrF口
問
と
名
附
け
る
。
或
期
聞
に
於
い
て
、
或
人
白
消
費
白
資
質
保
値
が
そ
D
皮
質
所
得
以
下
で
あ
る
時
、
彼
は
モ
白
井
額
だ
け

安
本
形
成
活
動
な
処
し
て
い
る
と
一
百
わ
れ
る
の
従
一
口
て
、
者
本
形
成
活
動

(Z岳
民
間
)
は
資
質
倒
値
に
よ
っ
て
測
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
{
費
物
)
資
本

(P百
円
巳
)
は
こ
の
者
本
形
成
活
動
に
よ
一
日
て
準
備
さ
れ
る
。
即
ち
、
現
在
存
在
す
る
資
本
に
は
過
去
に
於
い

τ

震
さ
れ
た
資
本
形
成
活
動
が
具
開
化
さ
れ
て
い
る
白
で
あ
る
。

さ
て
、
或
人
の
消
費
支
問
が
そ
D
貨
幣
所
待
以
下
で
あ
る
時
、
紋
は
貯
蓄

(
F
4
5包
し
て
い
る
と
一
言
わ
れ
る
が
、
彼
が
之
を
以
亡
、

例
え
ば
機
械
そ
購
入
し
、
又
は
勢
働
者
一
子
一
新
た
陀
雇
傭
し
て
そ
白
賃
銀
支
梯
に
用
う
る
な
ら
ば
、
彼
は
直
接
に
脊
木
者
形
成
し
て
い

右
白
で
あ
り

(
E
n
r
s
m
4
1
M
E
F
E
g、
之
に
反
し
、
彼
が
そ
白
貨
幣
額
を
自
ら
直
接
に
利
用
せ
宇
、
そ
白
権
利
在
他
人
に
譲
渡

し
、
そ
白
人
が
茨
木
形
成
に
モ
れ
を
用
う
る
な
ら
ば
、

彼
は
間
接
に
資
本
在
形
成
し
た
の
で
あ
る

(EnE晶

4
1
H
E
B
E
E
-
z。

併
し
乍
ら
、
若
し
彼
が
モ
白
貨
幣
を
自
ら
も
利
用
せ
す
、

叉
、
そ
れ
在
他
人
に
も
譲
渡
せ
十
、
皐
に
彼
の
現
金
残
高
h
k
増
加
す
る
に

迦
ぎ
な
い
場
令
に
は
彼
は
保
械
(
阿
向
。
同
島
E
m
)

を
な
し
た
と
一
育
わ
れ
る
。
と
の
場
ム
い
に
は
、
彼
は
彼
自
身
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
貯
蓄
し

た
む
で
あ
る
が
、
資
本
形
成
の
潟
に
何
等
白
手
段
町
講
じ
て
い
な
い
。
仙
白
人
々
が
か
か
る
手
段
そ
講
ぜ
ざ
る
限
り
、
彼
白
行
鴬
白

結
果
は
彼
自
ら
む
消
費
が
減
ぜ
ら
れ
た
と
丁
皮
同
じ
だ
け
他
心
人
々
の
泊
費
が
増
加
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。
貯
蓄
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
は
歩
の
究
物
資
本
は
物
債
下
落
ル
活
じ
て
消
耗
さ
れ
て
し
ま
い
、
貯
蓄
は
貨
物
資
本
形
成
に
封
し
て
不
妊
官
E
E話
)
で
あ
う

た
り
で
あ
る
官

E
E
4
0
E品
目

m)。
不
況
期
間
中
虻
於
け
る
投
衰
を
超
え
る
尉
蓄
が
賢
物
資
本
形
成
に
劃
し
て
ち

2
5
0
で
あ
り
、



他
日
に
・
於
け
る
安
物
資
本
主
準
備
す
る
と
と
は
忠
告
、
主
=
円
う
命
題
が
立
て
ら
れ
る
の
は
か
か
る
見
解
に
基
く
り
で
あ
れ
事
一
~
次
に
、

ロパ

l
ト
ソ
ン
は
質
物
残
高
設
の
立
場
に
立
ヲ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
℃
読
本
形
成
活
動
が
潟
さ
れ
る
経
路
が
区
別
さ
れ
る
。
賢
物
残
高

設
に
於
い
て
は
、
各
経
済
主
慨
は
そ
の
資
質
所
得
と
一
定
む
比
率
を
保
っ
と
ζ

ろ
D
買
物
残
高
に
謝
す
る
欲
求
を
持
っ
て
居
り
、
之

に
基
い
て
そ
凸
時
々

D
債
格
水
準
と
の
関
係
に
於
い
て
現
金
残
高
一
宜
保
有
す
る
と
考
え
る
。
従
う
て
、
買
物
残
高
に
封
ず
る
欲
求
が

増
加
し
た
場
令
陀
は
自
愛
的
貯
蓄
が
行
わ
れ
る
が
、
之
を
向
可
愛
的
資
本
形
成
話
勤
(
出
哩
E
E宮
E
-
E
Z
E
)
と
呼
ぶ
。
し
か
し
乍
ら
、

質
物
残
高
忙
射
す
る
欲
求
が
不
鑓
で
あ
る
と
し
て
も
、
何
等
か
の
事
情
に
よ
う
て
購
買
力
白
流
れ
が
増
加
し
、
物
僚
が
騰
貴
し
た
場

合
に
は
、
か
か
る
物
侭
騰
貴
が
直
接
に
公
乗
の
資
質
的
購
買
力
を
削
減
し
、
消
費
白
究
国
債
仰
を
資
質
所
得
以
下
に
低
下
せ
し
め
る

と
と
に
よ
う
て
資
本
形
成
を
結
固
却
す
る
こ
と
が
あ
る
。
更
に
、
何
じ
事
情
は
買
物
残
高
在
所
盟
白
水
準
以
下
に
低
下
せ
し
め
、

そ
<D 

埋
合
は
せ
の
震
の
貯
蓄
を
誘
登
す
る
。
ロ
パ
ー
ト
ゾ
ン
は
前
者
を
自
働
的
若
木
形
成
活
動
(
〉
園
内
S
E
R
E
E占
)
、
後
者
を
誘
震
的
資

本
形
伐
活
動

q
E
u
o
E
E
h
w
a
)
と
呼
び
、
と
の
雨
者
を
強
制
的
資
本
形
成
話
動

Q
B唱。
E仏

C

E
ロ
一
閃
)
と
名
付
け
る
。
と
れ
が
誼
常

軌
叫

「
強
制
節
約
」

(rsbEEm)
と
一
有
わ
れ
る
現
象
に
他
な
ら
な
い
。
か
か
る
者
本
形
成
活
動
む
中
、
流
動
費
本
を
供
給
す
る
青
木
形

成
活
動
を
短
期
青
木
形
成
活
動
(
印
吉
岡
丹
『
昔
回
開
)
、
閏
史
資
木
在
供
給
す
る
安
本
形
成
活
動
を
長
期
者
木
形
成
活
動
(
『
晶

E

E
高
)

と
呼
ぶ
。
流
動
資
本
、
回
定
資
本
D
直
別
に
闘
し
亡
は
詳
細
友
る
設
明
は
不
安
で
あ
ろ
う
。
た
だ
流
動
資
本
は
財
が
士
地
に
芽
生
え

て
よ
り
最
絡
消
費
者
に
至
る
ま
で
白
中
間
生
産
物
白
糖
慨
す

m
E
E
品
E目
的
自
由
主
問
。
。
E
E
L
E
品
E
t
F骨
官
E
向
。
宮
E
F
O

一
日
首
り
の
生
産
高
在
O
、
生
産
期
間
E
D
、
流
動
資
本
の
生
産
期
岡

山
国
り
白
生
産
高
に
封
す
る
比
率
を

q
と
す
れ
ば

q
H
1
v。
だ
け
の
流
動
資
本
が
絶
え
す
再
生
産
さ
れ
て
い
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
、
と

切

さ
れ
る
耕
を
注
意
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

EH戸戸。同
Z
E
P
E
m
h
m
5
2
2
B
Eロ
帽
。
る
で
あ
り
、
従
っ
て
、

ロ
バ

l
ト
ア
ン
の
景
無
理
論

第
六
十
八
巻

凹

事
了
一
7
三
競

四



ロ
パ
ー
ト
y
y
o
景
気
理
論

第
六
十
凡
春

四
四

軍
一
・
ニ
・
三
一
世

四
回

(
註
-
)
「
貯
蓄
同
貯
蓄
さ
れ
f
」
3
5
5
m
5
F
o
。S
F
E四
F
E
E
s
z
f
E
4乱
)
と
い
う
基
本
的
建
設
は
ピ
グ
1
〔

k
p
p
E
m
g
u
目
民

間。。
5
5
8
え
耳
巳
F
5
宮

E-
岩国
S

K
吸
い
て
も
、
ケ
イ

y
ズ
(
同
・
冨
・
同
O
M
P
E
u
-
g
z
m
O
白
星
E
4
u
z
s・〈。]・
H
L
K
於
い
て
も

見
ち
れ
、
と
れ
ほ
観
橋
皐
拍
山
田
景
無
理
摘
に
於
け
る
統
一
的
見
解
で
あ
る
。
カ
ッ
一
也
ル
出
「
今
日
使
わ
れ
る
安
本
は
背
広
今
日
目
酔
曾
田
所
得
か
b

獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
t
b
b
」
(
の
め
盟
問
。
7
4
M
M
2
2
旦

F
R巳
出
色
図
。
目
〕
コ
]
自
F
唱・

3
3
と
い
う
り
も
同
じ
見
解
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。

仰
以
下
は
同
o
Z号
U

祖
国
自
主
品

E
3
2品・
4
・
Z
H
L
O
要
約
で
あ
る
ロ

向
政
府
或
は
調
行
の
題
賀
噌
後
四
物
慣
及
び
貨
物
議
本
瑠
成
v
h

及
隠
す
影
響
的
分
析
、
即
ち
、
強
制
節
約
の
現
象
目
的
確
た
る
分
析
に
つ
い
て
は

同
o
v
E
m
s
w
回
目
E
晶
吋
。
-
5
A
K
P胃》
O
E
Z
言
。
宮
市
寄
〈
切
合
唱
青
山
教
授
「
ロ
J
h
I
ト
y
y
m
物
償
醐
出
勤
理
論
」
組
漕
論
議
一
九
=
一
九

年
参
照
。

向

も

は

4

2
ム
の
意
味
。
平
均
生
産
期
間
で
あ
り
、
生
産
出
「
直
線
的
に
し
か
も
事
速
度
。
長
て
」
遺
骨
ず
る
も
り
と
ず
れ
ぽ

1
↑
で
あ
る
ロ

さ
て
、
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
に
占
れ
ば
、
固
定
資
本
形
成
に
必
要
な
る
長
期
費
本
形
成
活
動
の
供
給
は
主
と
し

τ公
衆
白
白
渡
的
貯
蓄

比
よ
っ
て
注
さ
れ
る
の
に
謝
し
、
流
動
資
本
を
形
成
す
る
翁
の
短
期
費
本
形
成
活
動
D
供
給
は
銀
行
貸
付
を
侠
う
で
・
注
さ
れ
る
部
分

が
多
き
を
占
め
払
n

銀
行
は
外
部
か
ら
吸
収
し
た
資
金
だ
け
で
な
く
、
自
ら
通
貨
を
創
建
す
る
と
と
忙
よ
っ
て
と
れ
を
外
部
に
貸
付

け
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
特
に
、
措
置
達
せ
る
現
代
の
信
用
機
構
の
下
位
於
い
て
は
、
銀
行
貸
付
白
中
、
信
用
創
造

K
占
。
て
賄
あ
れ

る
部
分
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
景
気
上
昇
泊
程
。
特
徴
は
生
産
披
張
の
震
に
、
流
動
者
本
白
急
激
な
る
増
加
が
必
要
と
さ
れ
る

と
と
で
あ
る
が
、
か
か
る
事
態
忙
於
い
て
は
、
そ
れ
を
獲
得
す
る
に
要
す
る
貨
幣
資
本
は
大
部
分
銀
行
信
用
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
と
白
場
合
に
は
、
一
見
、
信
用
創
遣
に

Z
っ
て
、
無
か
ら
有
が
得
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
が
「
空
中
か
ら
(
質
物
)
資
本

を
創
造
す
る
こ
と
は
同
飛
な
い
」
白
で
あ
ぞ
明
か
に
と
白
場
合
陀
は
、
信
用
斜
遇
、
物
償
騰
貴
、
強
制
節
約
(
強
制
的
資
本
形
成

活
動
の
賦
課
)
の
経
路
を
通
じ
℃
貸
物
費
本
が
形
成
さ
れ
る

D
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
之
等
一
聯
由
現
象
の
聞
に
は
如
何
友
る
内
部
的

の
概
念
を
遁
用
し
な
が
ら
、
期
間
分
析
的
方
法
に
よ
う
て
と
白
離
を
明
か
に

閥
聯
が
あ
る
か
。
上
記
白
資
本
形
成
活
動

(EnrE問
)



ず
る
こ
と
が
営
面
白
問
題
で
あ
る
。

と
呼
ぶ
ル
」
ζ

ろ
白
有
限
に
し
て
不
可
分
な
皐
位
期
間
で
直
切
り
、
と
白
期
間
中
に

於
い
て
は
債
格
及
び
債
格
陀
影
響
す
る
諸
像
件
は
一
定
不
同
挫
で
あ
り
、
費
動
は
す
べ
て
或
品
単
位
期
間
か
ら
弐
の
期
間
へ
の
推
移
時

賄
に
於
い
て
白
み
起
る
と
仮
定
す
る
。
各
経
棒
主
慨
は
期
間
白
始
め
に
何
等
か
の
晴
朗
想
に
基
い
て
計
聾
主
立
て
る
が
、
と
白
計
撃
は

そ
白
期
間
中
に
必
中
賀
行
さ
れ
る
。
か
か
る
各
主
肌
聞
の
行
動
と
モ
の
時
々
の
興
件
の
A
A
H

成
的
結
果
と
し
て
各
期
に
於
い
て
市
場
に
一

定
。
扶
視
が
賢
現
さ
れ
る
。
と
白
赦
汎
に
基
い
て
，
火
白
期
白
始
め
に
各
主
慨
は
計
霊
を
立
て
友
治
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
そ
白
期
D

期
間
分
析
は
経
済
同
出
動
過
程

E
「日
L
2
4
)

市
場
um侃
が
質
現
す
る
。
期
間
分
析
は
こ
白
様
に
し

τ日
々
の
市
場
白
扶
泌
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
経
済
愛
動
泊
稗
を
分
析

初

ず
る
白
で
あ
る
。

先
宇
一
人
官
り
白
生
産
力
が
増
加
し
た
結
呆
、
総
生
産
高
が
増
加
宇
る
場
合
、
銀
行
の
信
用
創
遣
が
責
物
資
本
形
成
及
び
債
格
水

準
但
劃
し
て
如
何
止
る
殺
果
を
有
す
る
か
を
分
析
し
よ
引
。
以
下
白
分
析
を
泊
じ

τ、
闘
民
経
済
は
凡
て
均
等
在
る
牛
産
力
を
有
す

臥川マ

Z
労
働
者
の
み
か
ら
な
り
、
労
働
者
と
企
業
者
の
匡
別
は
考
え
ら
れ
な
い
。
又
、
と
白
園
民
経
静
に
は
中
央
銀
行
以
外
の
金
融
機
関

は
存
在
せ
骨
、
通
貨
D
稜
行
は
す
べ
て
と
の
中
央
銀
行
に
よ
っ
て

D
み
な
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
。

鶴
高 出
掛
且
尉
と
し
て
考
え
ら
れ
る
均
衡
朕
態
で
は
次
白
如
宮
駅
視
が
支
配
し
て
い
る
。
現
金
残
高
総
量
を
M
、
そ
白
資
質
憤
怖

を
H
、
上
記
の
翠
位
期
間
「
日
」
で
測
っ
た
貨
幣
流
通
期
聞
を
K
、
貨
幣
流
通
期
間
常
り
の
牛
一
産
高
を

T
f債
格
水
準
を
P
貸
物

一
日
前
P
D
購
買
力
白
流
れ
』
リ
ミ
¥
同
門
は
一
日
首
り
の
生
産
物
白
流
れ
。

1
3
M門
と
物
償
白
積
に
等
し
い

か
ら
恒
阜
、
同
H
匂・

3
M円
。
従
っ
て
公
衆
む
貨
物
残
高
は
貨
幣
流
通
期
間
営
り
白
生
産
高
に
等
し
い
。

(
h
H
K
S

、111
K叶
0

・
K
は
公
家

が
そ
の
脂
血
質
所
俸
の
幾
割
合
貨
幣
O
形
で
保
有
し
よ
う
ー
と
す
る
か
を
一
周
す
係
数
冨
E
M
E
E
E
h
に
等
し
い
こ
ー
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
)
。
均
衡
扶
態

で
あ
ら
わ
す
な
ら
ば
、

ロ
バ

1
ト
y

y
の
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

四
五

事
-
ニ
一
・
一
一
コ
担

四
五



ロ
パ

E
ト
ソ
ン

P
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

回
大

第
了
一
一
・
コ
一
雄

四
プす

に
於
い
亡
は
貯
蓄
は
存
し
な
い
か
ら
貨
幣
所
得

h
H
』
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
か
ら
山
川
護

L
τ
、

結
果
、
一
日
首
b
白
生
産
高
が

h
。
だ
け
増
加
す
る
場
合
、
如
何
な
る
媛
動
が
生
ナ
る
か
。
(
均
衡
状
態
に
於
け
る
諸
経
教
の
傭
は
所
奥

と
見
倣
さ
れ
る
が
)
以
下
こ
の
意
味
に
於
付
4
Q

常
盤
は
大
文
字
で
表
わ
す
三
と
と
す
る
。
)

前
日
白
ー
市
場
白
献
視
が
興
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
忙
基
い
一
L
各
主
憾
の
今
日
白
計
壷
が
編
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
は
次
白
如

昔
方
稜
式
シ
ス
テ
ム
に
よ
ワ
て
示
さ
れ
る
。
と
と
で
弐
白
と
と
が
仮
定
さ
れ
る
。
的
各
経
梼
主
般
は
期
間
D
始
め
に
於
い
て
、
咋
日

の
債
格
が
今
日
及
び
共
後
に
於
い
て
市
場
を
支
配
す
る
と
の
繋
想
の
下
に
粧
隣
計
重
を
立
て
、
計
聾
し
た
貨
幣
額
だ
け
の
支
出
は
必

一
人
営
b
D
生
産
力
が
増
加
し
た

A
Y
行
う
。

ω昨
日
受
取
っ
た
所
得
が
今
日
使
用
し
得
る
所
得
で
あ
る
。

ωζ
白
今
日
使
用

L
得
る
所
得
に
り
い
て
出
耳
目
白
支
出
及
び

貯
蓄
が
計
聾
さ
れ
る
が
、
今
、
貨
物
残
高
保
有
欲
求
白
愛
ル
刊
に
基
ナ
く
白
鷺
的
貯
蓄
は
行
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
第
1
目
白
移
り
に
於

い
て
公
衆
が
決
算
を
試
み
た
場
合
、
も
し
偵
格
闘
盟
勤
に
よ
っ
て
そ
白
貨
物
残
高
が
所
望
の
水
準
よ
り
減
少
(
増
加
)
し
て
い
る
な
ら
ば
、

之
を
所
望
。
水
準
に
快
復
す
る
免
に
第

2
日
以
後
忙
於
い
て
貯
蓄
(
負
の
貯
蓄
)
を
計
重
し
現
金
時
四
高
D
増
加
を
岡
る

(
同
凶
仏
国

no喝

『
骨
回
向
或
は

F
a
E
E
b
u
l
r
o
r
s
m
)
。
而
も
、
之
を
同
l
同
日
聞
に
賓
現
し
よ
う
と
す
る
も
む
と
慢
定
す
る
。

悦
定

ωに
基
い

τ
(
H
)
』

C
(株

)
H百〔
H
l
H
)

仮
定

ωに
主
h

ジ

(

回

)

ス

H
)
H司令
l
H
)

伎
定

ωに
よ
〔
J

て
誘
蹄
宜
的
資
本
形
成
旬
、
(
N
)

が
計
聾
さ
れ
る
が
、
生
産
力
白
上
昇
に
来
く
資
質
所
得
D
墳
加
に
よ
ヲ
て
、
今
や
所
望
の
買
物
残
高
白
水
準
は
畑
町
(
。

+
h
S
で
あ

「

ノ

|

山

町

(

怖

川

川

ド

-

、

。

る
か
ら
(
印
)
民
会
)
H阿
川
副
川
四
一
同
(
。

+
h
c、
叫

q
l
H
)
一
(
但
し
、

2
7
0
)
消
費
久
市
)
は
所
得
と
貯
蓄
白
差
で
あ
る
か

ら
(
品
)
。
(
ご
H
t
(
叫
)
|
司
令
)
・
司
、
、
(
同
)
(
計
置
き
れ
仁
値
と
、
現
買
に
賀
現
し
仁
値
を
直
別
す
る
舗
に
、
後
者
世
一
訳
す
場
合
に
は
境
監
の
上
に
一
世
附

す
る
。
)
此
等
四
つ
白
式
に
よ
り
て
句
(
子
ス
~
)
、
旬
、
、
(
3
U
6

な
)
は
決
士
る
。



毎
日
白
市
場
白
放
侃
は
と
り
公
衆
白
計
童
心
資
行
と
そ
の
日
白
興
件
の
ん
円
成
的
結
果
と
し
て
貨
現
さ
れ
Z
が
、
と
む
過
程
も
亦
問

、
巳
様
に
示
さ
れ
る
。
今
、
銀
行
は
弟
一
日
よ
り
、
毎
日
モ
白
時
々
。
岡
山
格
水
準
仕
考
慮
し
た
が
ら
一
.
資
質
慣
伎
に
於
い
て
』
C
に等ー、

し
い
だ
け
の
通
貨
主
)
1匂(出
)
-
h
Q
を
増
強
す
る
も
の
と
仮
定
し
よ
う
ロ

(

由

)

削

(

百

)
H削
ヘ
司
)
+
帽
(
民
)

(

J

「

)

恥

(

出

)
H廿
(

肺

)

到
な
)

(
邑
)
主
)
日
ー
ー
も
し
現
寅
D
偵
格
が
橡

も
(
h
)

想
を
裏
切
る
一
も
の
で
あ
り
。
(
時
)
だ
け
白
貨
幣
支
出
に
よ
っ
て
得
よ
う
と
し
た
財
白
数
量
(
計
費
消
費
の
賞
賛
僚
組
)
が
現
貨
の
泊
費
の

資
質
債
値
と
相
違
す
る
た
ら
ば
(
市
も
世
質
所
得
E
相
濯
す
る
時
て
そ
の
差
額
だ
け
白
倒
的
資
本
形
成
活
動
(
現
賓
の
消
費
の
賀
買
碩
値
が

賞
質
所
得
以
上
v

し
あ
る
時
じ
は
負
の
問
倒
的
費
本
形
成
活
動

E
5
5
2の
己

中

E
O
Eロ
由
)
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
計
聾
さ
れ
た
誘
登
的
資

本
形
成
活
動
と
自
動
的
安
木
形
成
括
動
に
よ
う
て
第
七
日
に
篇
さ
れ
た
費
本
形
成
は

(
H
H
)

対同
)
H
。
+
h。
」
は
ド
で
あ
る
。

ω

日
間
(
怜
)

〔註-一〉

土
り
削
ま
で
巴
七
個
む
式
に
よ
っ
て
さ
ど
向
(
ご
】
同
町
(
ど
冶
叩
(
市
)
可
動
(
怜
)
二
割
(

h

v

h

(

と
が
決
定
さ
れ
る
。

さ
て
第
1
日
に
於
い
て
は
貯
蓄
は
全
然
行
わ
れ
ナ
、
一
方
、
h
。
だ
け
の
通
貨
が
新
し
い
購
買
力
と
し
て
市
場
に
出
る
が
、
生
産

物
は
。
+
h。
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
旬
(
5
1
可
な
る
債
格
が
成
立
す
る
。
従
う
て
、
第
2
日
の
初
め
に
於
い
て
計
聾
さ
れ
る
貯

( 

r d主T
』喜:

S は
必
十
lrr 
干r
さ

tl 
る
と

促
--，=" 

JどL

さ
オl
」

し、

る
古ミ

b 

(
叩
)
恥
完
了
。
(
民
)
従
つ

τ

ハ
∞
)
叩

(h)川
川
百
(
円
)
(
。

+
h
C
)

(
喧
)
司
(
円
)
日
劃
(
』

]{)l削
(
h
)
+山
司
令
)

苔
白
資
質
憤
伯
は
川
叫
に
よ
っ
て

h
。
で
あ
る
。

毎
日
出
貝
質
慣
値
に
於
い
て

刷

(

持

)

て
い
る
か
ら
倒
格
水
準
は
安
定
す
る
。
蓋
し
め
よ
り
司

S
H
I
l
l
で
あ
る
が
、

。ITh
令

"
(
同

)
i
h
(ご
・
司
、
(
品
)

H
明

(
h
1
3
+
・

-
d引
叫

q
l
l
tと
苦
改
め
ら
れ
る
か
ら
ミ
)
H
h
s
・旬、、
(
R
)

な
ら
ば

』

C
(
肺)・司、(怜
)
H
h
Q〕
h
。
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、

h

。
だ
け
白
通
貨
が
増
獲
さ
れ
る
と
俣
定
さ
れ

こ
れ
は

E
7
F
H
4持
恰
ほ
巨

{』十

hc

明

(
5
1官
公
l

H

M

と
な
り
、
今
白
場
合

会

)HRN)-s

か
く
て
第
3
日
以
後
も
同
様
に
債
格
水
準
に
援
動
左
く
第
K
Hま
で
経
幽
し
、
第
K
自
の
一
期
末
に
於
い
て

第
了
ニ
・
2
揖

国

(
F
I
C
+
h

。と

ロ
パ
ー
ト

y
y
目
景
気
理
論

第
六
十
八
番

四
七

四
七



ロ
パ
ー
ト
y
ン
の
景
鉱
理
論

第
六
十
八
巻

四
J、
第
一
工
一
・
一
一
二
担

四
J、

去
る
。
従
っ
て
第
同
+
同

ら
れ
な
い
。

日
に
於
い
亡
は
貯
蓄
は
計
査
さ
れ
ヂ
、
銀
行
が
通
貨
増
裂
を
続
け
る
な
ら
ば
倒
絡
水
準
の
土
井
は
越
は

さ

τ、
銀
行
白
一
週
貨
捕
獲
に
よ
円
J

て

K
日
同

K
M対
3
3同
-
h。
だ
け
白
安
本
形
成
活
動
が
怨
さ
れ
る
が
、
と
れ
は
そ
由
原
因

を
銀
行
。
イ
ン
フ
レ

1
シ
ョ
ン
に
ん
制
す
る
離
に
於
い
て
強
制
節
約
と
呼
ば
れ
得
る
。
か
く
て
「
井
産
力
の
増
加
す
る
場
合
忙
は
、
銀

行
は
泊
首
な
る
通
貨
増
強
に
よ
円
J

て
債
格
水
準
の
上
回
升
を
粛
ら
す
と
と
左
し
に
公
衆
に
強
制
節
約
を
通
じ
て
費
本
形
成
話
動
を
課
す

る
こ
と
が
出
来
た
白
で
あ
る
門
も

L
生
産
力

D
増
加
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
の
安
本
を
形
成
す
る
震

D
信
用
創
誌
は
物
慣

印

臨
問
責
を
滴
ら
し
た
は
す
で
あ
る
」
と
云
う
と
と
が
結
論
さ
れ
る
。

(
註
一
一
)
以
上
田
如
〈
再
構
成
さ
れ
た
ロ
パ

E
ト
ソ
シ
の
期
間
前
析
に
於
い
て
、
そ
田
基
本
を
僑
す
心
陪
閉
ま
り
の
ま
で
白
式
で
あ
る
ロ
こ
れ
に
於

い
て
、
何
が
断
説
ア
イ
帥
y

J

V

ャ

1
型
旧
交
換
方
程
式
の
一
回
世
種
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
即
ち
、

3
目
貨
幣
数
茸
と
流
語
謹
度
目
積
で
あ
る
か

ら
壷
換
方
程
式
由
民
て
に
相
嘗
し
、
者
謹
位
河
口
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ち
、
注
目
す
べ
き
品
、
ア
ィ

νν
ャ

1
型
的
交
換
方
程
式
が
、
所
謂
定
義

式
ア
あ
る
に
止
ま
り
貨
体
質
値
目
艶
動
を
因
果
的
に
分
析
す
る
も
自
で
は
な
い
由
時
反
一
L
、
ロ
パ
ー
ト
y

y
白
理
論
に
於
い
て
は
そ
白
調
理
が
公
衆

目
快
昔
、
よ

p
朗
ト
に
さ
れ
る
。
即
ち
、
式
内
問
同
県
件
艶
動
に
よ
り
て
、
公
衆
が
そ
h
に
劃
何
に
反
作
用
す
る
か
、
貨
物
残
高
数
量
置
に
基
い
て
、
そ

の
貸
嵐
山
仕
方
を
示
す
も
の
に
柚
な
ち
な
い
。
そ
れ
は
、
抱
済
欝
動
に
於

U
る
貨
幣
側
の
反
作
用
を
厭
慮
す
る
も
り
で
あ
る
が
、
更
に
、
式
仰
と
共

に
筒
阜
な
形
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
公
最
の
消
費
及
び
貯
蓄
の
快
意
が
強
想

ι依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
1
て
い
る
ロ
而
し
て
、
計
量
は
必
ず
安
行

さ
れ
る
と
い
う
偲
定
に
基
い
て
式
向
山
間
炉
立
て
ら
れ
、
こ
札
に
よ
ヲ
て
式
的
が
成
立
す
る
。
か
〈

τ、
A
H
来
四
決
意
U
P

現
賀
山
一
市
揚
白
扶
況
白
成
立

に
参
奥
ず
る
誼
程
い
か
聞
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
ま
う
に
期
間
分
析
自
特
徴
位
前
九
r
b
由
計
算
(
町
民
ぬ
ま
r
E
H
n
a
y
H
E回
)
と
後
か
ち
の
計
算

(
q
h
q
h
u
句、

E】
E
F
C
E
)
と
自
陣
別
及
び
そ
伯
祐
告
に
よ
nJ

て
純
情
艶
勤
担
程
を
因
果
的
に
跡
づ
け
る
ζ

と
に
あ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
、
ロ
パ
ー
ト
ア
シ
が
景

鉱
艶
動
に
於
け
る
貨
幣
側
の
事
情
を
明
か
に
し
た
と
と
は
、
た
ー
か
に
そ
回
訪
績
で
あ
る
う
。

た
だ
、
ロ
バ
1
ト
ツ
ン
的
理
論
が
貨
物
残
高
数
量
置
に
基
づ

C
も
の
で
あ
る
限

p
、
そ
れ
は
ク
イ
γ
ズ
自
所
商
金
融
的
流
抱
を
問
題
目
範
囲
に
と



り
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
が
産
業
的
協
話
と
金
融
的
流
桓
心
阻
別
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
主
っ
て
、
貨
幣
理
論
的
内
容
を
一
居

豊
富
な
ら
し
め
た
こ
と
を
思
う
な
ら
ば
、
こ
の
貼
に
於
い
て
、
ロ
パ
ー
ト
ソ
γ
封
ケ
イ
ン
ズ
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
弔
あ
り
、
且
つ
甚
だ

興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
ζ

で
は
立
入
り
得
な
い
。
と
の
貼
に
つ
い
て
は
青
山
教
授
「
貨
幣
数
量
設
白
到
皐
北
と
し
て
の
期
間
分
析
」
(
経
済

論
叢
、
一
九
コ
プ
九
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ωHW《》
げ
の
同
宮
富
山
J

図
自
rHロ肉阿川
C
E
4
u
Z
-
E
l己
.
忠
|
ム
∞
F

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
に
於
い
て
、
乙
白
直
別
は
絡
調
的
で
位
な
〈
、
雨
者
自
闘
係
um
畳

無
麗
勤
週
間
に
於
い
て
軍
要
な
る
意
義
を
持
っ
と
&
と
な
る
。

(
E
・
2
、
参
照
)
。

円
同
回
目
加
何
回

W
E
E
D
E
u
S
。
庁
長
2
4
u
句
史
・

期
間
分
析
に
つ
い
て
は
青
山
教
授
前
掲
「
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
心
物
情
陸
勤
評
論
」
「
貨
融
市
数
量
設

ω
動
苧
化
と
し
て
の
期
間
分
析
」
参
問
。

以
下
自
殺
出
は

F
v
Z
ュE
m
w
告示、

O
Eヲ
〈
・
匂
'
M
P日

4
2
L
E
E
n
F
4件
。
吋
〈
・
ち
に
針
臆
す
る
O

E---註
oa
参
加
。

同
o
d
a
g
oロ
切
吾
氏
「
円

E
℃

4
r
J

匂
喧
開
E
4
m
自
足
。
E
E
4
4
Z
6
4也
市
ヲ
島
l
l品
。

(6) (5) (4) (3) (2) 
弐
に
、
一
人
賞
h
D
生
産
力
に
時
由
化
な
〈
、
公
裁
の
貨
物
残
高
保
有
欲
求
に
も
師
型
化
が
な
い
場
合
、
鹿
怖
の
増
加
に
よ
っ
て
生
産

顕
張
が
行
ι削
れ
る
左
ら
ば
如
何
な
る
鐙
動
が
生
十
る
か
を
分
析
し
よ
う
勺
と
白
場
合
に
は
雇
怖
の
増
加
の
震
札
新
流
動
資
本
が
形
成

さ
れ
左
け
れ
ば
左
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
生
産
増
加
白
現
わ
れ
る
前
に
、
従
円

Jτ
、
勿
論
、
生
産
増
加
に
よ
っ
て
促
さ
れ
る
貯
蓄
が
潟
さ

れ
る
止
り
前
ビ
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
、
信
用
創
造
の
貨
物
資
本
形
成
及
び
偵
格
水
準
に
及
ぼ
す
数
果
を
純
粋
に
考
察
す

る
翁
に
、
流
動
者
本
増
加
の
震
必
要
な
Z
貨
幣
資
本
は
す
べ
て
銀
行
貸
付
忙
よ
っ
て
供
給
さ
れ
、
ま
た
、
銀
行
貸
付
は
流
動
費
本
に

劃
し
て
の
み
な
さ
れ
、
品
川
白
方
面
(
固
定
資
本
等
)
に
釘
し
て
は
貸
付
が
行

b
れ
な
い
と
恨
定
す
る
。
し
か
ら
ば
、
「
流
動
資
本
は
増
大

し
て
い
る
が
、
生
産
増
加
が
未
だ
現
わ
れ
な
い
生
産
期
聞
に
於
い
て
は
、
強
制
節
約
が
公
衆
に
賦
課
さ
れ
、
と
の
生
産
期
間
白
始
め

E

h

 

に
於
け
る
債
格
水
準
よ
り
高
い
債
格
水
準
が
成
立

f
z
b」

ロ
パ
ー
ト
u
y
y

の
畳
無
理
論

第
六
十
一
八
巻

四

"" 
第
一
ニ
了
一
一
一
世

四
九



第
一
エ
7
三
輯

し
か
し
乍
ら
、
雇
怖
心
算
術
級
数
的
増
加
に
よ
っ
て
生
産
が
算
術
級
数
的
忙
増
加
す
る
場
合
・
雇
傭
増
加
白
震
に
貸
付
増
加
が
綾

け
ら
れ
る
と
共
に
、
他
方
、
や
が
て
生
産
増
加
が
現
わ
れ
、
叉
新
雇
傭
者
に
上
る
貯
世
田
が
行
わ
れ
る
。
か
か
る
場
合
に
於
い
て
債
格

水
準
に
は
如
何
な
る
鑓
動
が
生
十
る
か
。
問
題
白
内
容
害
詳
言
す
れ
ば
と
う
で
あ
る
。
今
、
雇
傭
増
加
。
描
桂
を
生
産
期
間
D
の
巾

を
以
て
直
切
り
、
と
れ
を
順
次
に
口
町
、
品
、
ム
と
名
付
け
る
。
各
生
産
期
聞
に
於
い
て
同
数
時
雇
備
増
加
が
行
わ
れ

々
の
生
#
周
期
聞
に
於
け
る
雇
倍
増
加
世
間
て
グ

ロ
パ
ー
ト
ア

γ
自
景
気
理
論

第
六
十
凡
巻

3i 
O 

互E

O 

"̂ミ

ー
と
呼
ぶ
)
、
そ
れ
に
基
い
て
一
期
づ
り
給
〈
れ
乍
ら
生
産
物
が
各
々
白
生
産
期
聞
に
於

い
て
一
日
首
b
h
C
づ
っ
増
加
し
て
行
く
。
と
の
潟
に
は
各
生
産
期
聞
に
於
い
て
。
H
寸

h
C
(叶
H
1
v
)
だ
け
り
流
動
資
本
が
増
加

し
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
今
と
れ
K
必
要
・
な
る
貨
幣
資
本
は
す
べ
て
銀
行
資
本
に
よ
っ

τ供
給
さ
れ
る
。
克
に
、
新
一
一
原
儒
者
も
亦
貨

物
残
高
に
謝
す
る
要
求
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
糧
問
雇
傭
者
A
左
同
様
、
ゆ
且
質
所
得
の

K
俗
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
貨
物
残
高
創
設

は
そ
白
就
業
よ
り
一
生
産
期
間
だ
け
沿
〈
れ
て
、
印
ち
、
自
ら
心
働
吉
の
結
旧
対
が
生
産
物
と
し
て
完
成
し
た
時
か
ら
始
め
ら
れ
、
之

を
K
日
間
忙
完
了
し
よ
う
と
計
差
す
る
も

D
b
恨
定
す
る
。
か
か
る
場
合
に
、
毎
日
市
場
に
如
何
な
る
欣
侃
が
貨
現
す
る
か
を
分
析

す
る
と
と
が
今
回
問
題
で
あ
る
。
た
や
、
簡
皐
D

A
品
に

q
H
H
H
D
場
合
を
考
え
る
。
印
ち
、
平
均
生
産
期
間
T

と
生
産
期
間
D
の
等

し
い
場
ム
円
で
あ
る
。
具
械
的
に
一
一
一
円
え
ば
、
新
一
履
術
者
は
雇
傭
増
加
期
心
筋
1
日
に
於
い
て
全
部
雇
傭
せ
ら
れ
て
生
産
に
着
手
し
、
そ

り
結
果
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
生
産
期
間
D
を
経
過
し
た
後
忙
生
産
増
加
と
た
っ
て
現
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
と
の
場
合
に
は
、

従
ワ
て
、
銀
行
は
毎
日
、
資
質
債
依
に
於
い
て

h
。
だ
け
の
も
の
を
貸
付
け
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

便
宜
上
口
刊
を
取
っ
て
考
察
し
ょ

h
c
n叫
陀
於
い
て

B
む
雇
怖
心
符
に
、
賀
質
償
位
忙
於
い
て

b
h
C
だ
け
白
銀
行
貸
付
が
行
わ

れ
、
と
れ
は
E
に
劃
し
て
労
賃
と
し
て
支
捕
わ
れ
る
が
、

B
は
す
べ
て
と
れ
を
支
川
し
て
し
ぜ
う
か
ら
、
目
的
白
期
末
(
或
は
A
の
第
i

甘
の
始
め
)
花
於
い
て
現
金
獲
高
D
総
量
は
A

D
手
許
に
保
有
さ
れ
て
い
る
。
ム
期
末
に
於
け
る
債
格
水
準
を
官

(g
で
あ
ら
わ
す
巴



(
同
)
』
巴
(
同
)
日
司
令
同
)
(
凶
)
p
(
怜
)
H
F
(
h
l
]
{
)
(
9
3
(臥
)
l
F
(
m
l
H
)
〔
但
し
3
S
)
H
司
〕

』

劃

耐

久

門

l

H

)

-

l

I

H

-

-

「

国

民

川

向

τ

一
E
l
州
側

μuー
一
g
h
o
ミ
(
株
)
』
円
(
怯
同
)
一
E
C
司
(
持
H
)

」
(
品
工
a(九
)
H
p
g
i
b
s
-
R
、
(
持
)

リ
ヨ
(
市
)
司
(
3
・
N
3
3
(
時
)
か
か
る
計
費
由
貿
行
と
奥
件
。
合
成
的
結
果
と
し
て
毎
日
白
市
場
白
欣
泌
が
賀
現
さ
れ
る
池
桂
も
亦
、
全

〈
前
と
同
様
忙
一
不
さ
れ
る
が
、
今
D
場
合
、
銀
行
は
上
記
の
如
く
雇
傭
白
算
術
級
数
的
増
加
を
可
能
な
ら
し
め
る
震
に
、
毎
日

h
(
怜
)
H
司
令
)
-
h
。
だ
げ
白
貸
付
を
行
わ
た
け
れ
ば
な
ら
友
い
か
ら
、

n
止
に
於
い
て
は
毎
日
女
心
如
き
妖
視
が
貴
現
苫
れ
る
。

2
0
)
削
(
S
H
N
F
(
市
)
十
m
a
(
開
)
+
札
(
吊
)

さ
て
、
ん
陀
於
い
て
毎
日
A
及
び
B
虻
於
い
て
如
何
な
る
計
重
が
編
成
さ
れ
る
か
は
、
前
と
同
様
に
じ
て
市
す
こ
と
が
出
来
る
U

(
2
3
7
引
了
)

(
J『

)
9
(

。

(∞
)
F
(
h
)
H
F
(
開
)

(曲

)

P
会

)
H
O守(開)

〈

H
H
)
削
(
刊
)
H
E
(
匹
)
(
。
十
h
。
)

(HM)
♂
(H)HM 

(
同
叫
)
咽
司
令
)
リ
悶
(
持
)
-
h
。
(
は
)
劃
人
科
)
日
劃
a
(
N
i
H
)
!
?
(
同
)
十
F
(
持
)
(
同
町
)
到
。
(
怜
)
リ
劃
守
(
H
I
C
-
P
(
株
)
+
山
市
ユ
3

2
8
F
3
1
明
会
)
(
H
4
)
刷
。
(
S
F
3
2
3
F
S
H
。
l
陥
没
ド
己
申
J

ド〔
3

1

5

h

b

ド

も叫
l

叫

制

判

|

可

(

刊

)

唱

(

拘

)

同
問
|
叫
に
よ
っ

τ
主
p
p
(
刊
)
晴
朗
(
ク
司
令
)
ヨ
F
S
W
F
S
w
副
長
〔
肺

)w
剖
b

(

デ

F
S
u
p
(
h
)
、
H
i
Q
Y
F
(
ど
が
決
定
ヨ
れ
る
。

第
一
自
に
於
い
て
は
円
、
企
)
1
C
9
(
同
)
H
号
で
あ
る
か
ら
E
(
H
)
リ
司
(
号
)
な
る
債
格
水
準
が
成
立
す
る
。
第
山
日
以
後
に
於
い

向

(

同

)

!

、

噌

(

同

]

戸

)

l

て
は
官
(
刊
)
H
d
d
q
ー
を
司
令
)
L
a
s
-
s
u
h
Q
7
h
aミ
(
N
)
+
円
。
、
、
、
(
h
)
と
た
い
て
書
改
め
る
な
ら
ば
司
S
H
I
l
-
-

』q
d
・

円

♀

)

+

安

)

)

)

、

主

)

出

会

)

・

旬

、

(

N

)

J
U即
H
日
卜
去
り
回
、
仰
を
代
入
す
れ
ば
(
軍
司
一
f
H
Y
司
令
f
l
q
d
q
1
ー
で
あ
る
か
ら
、
と
の
場
合

於
い
て
も
償
格
水
準
安
定
白
篠
件
は
忍
)
1
L
U
S
・
旬
、
(
怜
)
で
あ
る
が
、

ω主
U
h
a
、
、
(
怖
)
H
号
制
よ
り
同
ヘ
、
、
(
株
)
H
h
Q
(
N
u
m
M
円
)
で
る

円計一一)

る
か
ら
同
肌
N
M
た
ら
ば
h
w
S
-
h
、
(
3
1
司
令
)
-
h
。
と
友
り
第
K
固
ま
で
は
こ
の
保
件
が
満
た
さ
れ
債
格
水
準
は
安
定
す
る
Q

し
か

し
乍
ら
、
第
K
日
忙
於
い
て
R
は
所
望
白
質
物
残
高
創
設
を
完
了
す
る
か
ら
、
第
岡
町
+
同
日
に
於
い
て
は
最
早
貯
蓄
を
行
わ
な
い
。

日
凶

(
H
)

園。ロ
パ
ー
ト

y
ン
目
景
気
理
論

第
六
十
凡
巷

ヨ正

信
一
ニ
一
・
三
貌

主



ロ
バ

B
-
p
u
y
y
p
景
無
理
論

静
六
十
八
巻

宝玉

事
了
一
一
・
2

一競

主主

(町。、、、(』円+同
)
M
G
)
。
他
方
、
生
産
白
算
術
級
数
的
増
加
を
可
能
な
ら
し
め
る
符
に
は
、
今
D
場
合
、
一
生
産
期
間
中
毎
日
賓
質
国
値

陀
於
い
て

h
。
だ
け
白
銀
行
貸
付
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
同
八
匂
な
ら
ば
第
同
十
回
目
に
於
い
て
も
銀
行
は
貸
付
増
加
手
練
け
一
友

け
れ
ば
友
ら
志
い
。
従
っ
て
、
刑
判
忙
よ
り
債
格
水
準
が
騰
貴
す
る
ζ

と
が
明
か
と
な
る
。
同
町
〈
b
な
ら
ば
払
期
中
は
順
調
に
経
過
す

る
。
し
か
し
ム
に
入
る
や
、

B
は
友
tu
貨
物
残
高
創
設
の
潟
貯
蓄
を
続
け
な
け
れ
ば
立
ら
な
い
か
ら
債
格
水
準
は
下
落
し
始
め
h
o

同

H
b
o
揚
合
に
む
み
、
流
動
者
本
の
算
術
級
数
的
増
加
が
債
格
水
準
の
安
定
を
維
持
し
た
が
ら
可
能
と
な
る
。

喝

HHH
白
仮
定
を
徹
去
し
た
場
合
に
於
い
て
も

ω上
の
分
析
は
受
賞
す
る
。
即
ち
、

-
H
4
U
S〈
同
)
な
る
場
合
、
一
生
産
期
間
中

に
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
砲
新
流
動
資
本
は
立
。
で
あ
る
が
、
上
記
心
保
件
陪
従
っ
て
憤
林
水
準
の
安
定
を
剛
ら
ん
と
す
れ
ば
、

一
生
産
期
間
中
に
銀
行
が
貸
出
し
得
る
限
皮
は
凶
長
)
H
M可
(
守
山
、

S

H
同

ι。
で
あ
る
。
絞
っ
て
同
H
叶
在
る
揚
令
に
白
み
、

債
格
水
準
を
安
定
せ
し
め
乍
ら
、
必
要
な
る
流
動
資
本
主
形
成
し
得
る
が
、

同
町
〈
吋
丘
ら
ぽ
債
格
水
準
安
定
の
結
果
は
止
。
だ
け

り
流
動
資
本
主
形
或
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
生
産
の
算
術
級
数
的
増
加
を
可
能
な
ら
し
め
る
震
に
、

ぺ』。

だ
け
の
新
流
動

者
本
を
形
成
せ
ん
と
す
れ
ば
h

よ
b
以
上
自
信
用
扱
張
に
よ
ワ
て
物
偵
を
騰
貴
せ
し
め
、

強
制
節
約
を
公
衆
忙
賦
課
せ
し
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
同
V
寸
な
る
場
A
H
は
児
に
そ
白
逆
で
あ
る
。
か
く
て
「
貨
幣
の
流
活
期
間
が
平
均
生
産
期
聞
に
等
し
い
場
合
に

は
、
流
動
費
本
の
算
術
級
数
的
・
な
る
増
大
が
、
債
格
水
準
の
費
動
な
く
し
て
、
丁
皮
維
持
さ
れ
る
。
若
し
、
貨
幣
D
流
通
期
間
が
平

均
生
産
期
間
よ
り
も
短
い
た
ら
ば
、
流
動
資
本
白
増
介
在
逐
次
鈍
ら
せ
て
行
〈
か
、
或
は
債
格
水
準
白
上
昇
を
許
す
か
、
何
れ
か
一

ハA
を
選
ば
ざ
る
を
得
向
。
逆
に
、
も
し
貨
幣
回
流
通
知
聞
が
平
均
生
産
期
間
よ
り
大
き
い
な
ら
ば
、
流
動
者
本
の
増
加
を
逐
衣
忙
高

め

τ行
く
か
、
或
は
債
格
水
準
を
絶
え
す
下
落
せ
し
め
て
行
く
か
、
何
れ
か
一
つ
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
。

若
干
の
皐
者
に
よ
れ
ば
、
債
格
水
準
を
安
定
な
ら
し
め
る
如
〈
流
動
者
本
白
供
給
宇
獲
保
す
る
機
関
た
る
こ
と
が
銀
行
の
疑
う
べ



か
ら
ざ

Z
義
務
で
あ
る
と
官
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
く
白
如
き
主
張
は
経
済
的
調
和
白
賞
現
と
言
う
あ
ま
り
に
も
安
易
な
る

恨
定
に
依
撮
す
る
も
白
で
晶
る
。
急
激
な
愛
動
の
行
わ
れ
る
短
期
に
於
い
て
は
、
債
格
水
準
を
安
定
せ
し
め
ん
と
と
を
意
岡
ず
る
銀

行
政
策
、
と
必
要
な

Z
流
動
資
本
形
成
を
可
能
な
ら
し
め
主
う
と
す
る
銀
行
政
策
と
が
雨
立
じ
難
い
事
情
は
、
時
と
し
て
、
女
に
景
気

循
環
D
介
析
が
一
不
す
で
あ
ろ
う
如
く
、
悶
難
白
書
室
原
因
と
な
り
得
る

D
で
あ
色
と
云
う
と
と
が
結
論
さ
れ
る
白
で
あ
る
。

(
睦
=
古
親
行
貸
付
は
未
だ
情
費
財
を
生
産
す
る
に
至

b
自
新
雇
傭
者
(
今
の
場
告
F
)
に
支
持
わ
れ
て
そ
田
所
得
と
な
る
が
、
か
か
る
新
雇
傭
者

は
所
得
を
す
4

て
支
出
す
る
と
偲
定
さ
れ
て
い
る
恥
ら
、

N
(

与
は
結
局
Y
D
消
費
支
出
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

L
か
し
こ
白
親
行
貸
付
が
努

質
支
柿
に
充
て
ら
れ
努
貨
基
金
と

L
て
の
読
動
資
本
の
増
加
を
属
国
ら
し
た
の
で
あ
る
と
之
を
考
え
る
な
ち
ば
、
担
行
貸
付
を
「
投
費
」
む
と
解

L
て

止、
)
E
以
て
そ
り
大
き
さ
を
測
る
も
の
と
見
倣
す
乙
と
は
誼
嘗
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

h
(る
・
旬
、
(
与
は
明
か
に
「
貯
蓄
」
を
表
わ
す
も
り
で
あ
る
か

ち
も
乙
の
理
論
は
「
投
資
」
「
貯
蓄
」
白
閥
係

h
b債
格
水
準
自
決
定
機
構
表
明
か
に
す
る
も
の
と
解
す
る
と
と
が
由
来
る
。
し
か
し
ヤ

b
、
ロ
パ

ー
ト
y
ン
に
於
い
て
は
、
更
に
「
投
交
」
が
平
均
生
産
期
間
に
、
「
貯
蓄
」
が
貨
符
筒
遁
期
聞
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伺
時
水
準
の

決
定
植
構
は
経
静
担
割
自
金
坦
程
左
の
関
聯
阻
於
い
て
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
概
貼

A
p
b
の
ロ
バ
I
ト
ツ
ン
の
物
慣
棚
田
勤
理
論
民
到
す
る

評
慣
に
つ
い
て
は
青
山
教
授
「
賞
特
流
趨
期
間
と
平
均
生
産
期
間
」
「
債
格
安
定
政
策
の
資
本
形
成
致
呆
」
「
ロ
バ

1
ト
y
ン
泊
四
つ
の
係
数
の
担

論
」
「
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
償
措
水
車
理
論
四
批
判
」
(
組
済
論
叢
一
九
四
一
年
、
六
・
八
・
九
・
十
且
抽
出
)
多
照
。

向
出
下
回
一
般
温
は
同

O
Zユ
宮
白
山
田
富
山
内
百
四
可
。
】

M4w
門

E
司
〈
副
刷
∞

l
p
〉
宅
E-pvこ
。

n
E
1
2
〈
目
忽
十
l

白
に
割
腹
ず
る
。

問
、
ヨ

R
、
-
v
E・
と
白
生
産
期
間
中
、
新
雇
傭
者
の
貯
蓄
が
矯
さ
れ
な
い
な

b
ば、

ζ

O

揚
骨
、
そ
の
誼
程
位
車
な
る
政
府
或
は
担
行
の
イ
ン
フ

ν
I
シ
ョ
シ
由
揚
骨
と
同
様
で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
〈
、
そ
れ
に
止
っ
て
蕎
雇
傭
者
に
課
せ

b
れ
る
強
制
的
責
本
ー
形
成
活
動
民
主
り
新
流
動

査
本
が
供
給
さ
れ
る
。

n
円
、
ん
を
取
っ
て
も
却
諦
結
果
は
同
揮
で
あ
る
。
な
お
、
新
雇
傭
者
問
就
業
し
た
暗
か
ら
貨
物
残
高
創
設
を
始
b
る
と
傾
定
L
て
月
吋
を
考

察

L
て
も
、
同
様
白
結
論
に
撃
す
る
こ
と
が
出
車
る
。
但

L
、
そ
の
揚
告
に
件
、
そ
り
過
程
白
内
容
は
呉
る
。
と
り
場
合
に
つ
い
て
の
分
析
は

省
略
ず
る
。

(3) 

P
J
川

1
ト
ソ
ン
旧
費
鱈
世
論

静
六
十
八
巻

ai 

第
一
二
一
・
三
韓

五



ロ
バ
I
ト
ソ

y
の
景
鱈
理
論

第
六
十
八
春

主己
目

事
一
二
一
・
2

一旗

主E
四

F
、
、
、
宮
)
は
第
4
Z

日
に
於
け
る
B
D
貨
物
薄
商
創
設
の
矯
の
白
致
問
貯
蓄
に
よ
る
資
本
形
成
活
動
(
出
宅
巳
E
8
5
F宮
何
回
国
側
)
で
あ
る
。
存
麓

数
民
附
し
た

E
E同
は
そ
れ
が
d
及
び

E
の
夫
々
に
属
す
為
数
量
で
あ
る
と
と
を
一
市
す
。

山
門
諭
措
置
は
前
と
同
離
に
し
て
ん
に
於
け
る
慣
/
格
水
車
白
安
定
申
震
の
傑
件
を
考
え
れ
ば
聞
か
で
あ
る
。

例

同

c
Z
Z
Eロ
w
N
b

ぇJ
句

-
E・

(4) 

2 

景
気
料
提
動
白
貨
幣
経
掛
的
考
察

生
産
自
算
術
級
数
的
蹴
張
に
際
し
て
、
流
動
資
本
形
成
白
筋
白
銀
行
信
用
が
償
格
水
準
に
及
ぼ
す
影
響
は
上
記
の
如
く
貨
幣
流
一
也

期
間
と
平
均
生
産
期
間
D
関
係
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
た
が
、
景
気
鐙
動
組
程
に
於
い
て
制
格
水
準
の
愛
動
を
決
定
す
る
因
子
は
、
勿

論
、
と
れ
だ
け
で
は
な
h
。

以
上
自
分
析
に
於
い
て
は
、
流
劃
資
本
は
凡
て
銀
行
貸
付
に
よ
り
て
形
成
さ
れ
、
叉
銀
行
貸
付
は
た
だ
流
劃
資
本
の
形
成
に
艶
し

て
む
み
な
苫
れ
る
と
恨
定
さ
れ
た
が
、
事
買
に
於
い
て
、
銀
行
貸
付
は
主
と
し
て
流
動
茨
木
由
形
成
に
釘
し
て
恋
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

更
に
他
白
方
面
に
針
し
で
も
(
例
え
ば
、
長
期
資
金
と
し
ナ
一
固
定
資
本
の
形
成
に
罰
し
て
も
)
な
苫
れ
る
と
共
に
、
他
方
、
流
動
者
本
形
成

に
必
要
な
る
者
金
白
一
部
分
は
企
業
者
自
身
の
貯
苦
に
よ
っ
て
も
供
給
さ
れ
る
。

今
、
公
衆
白
買
物
残
高
問
。
が
す
れ
ベ
て
銀
行
預
金
白
形
で
保
有
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
、

と
の
銀
行
預
金
総
額
白
寅
質
債
依
白

中
、
銀
行
が
そ
白
幾
割
と
流
動
資
本
に
慨
化
し
た
か
を
討
す
係
数
を

α
と
す
る
友
ら
ば
Q
M
円
。
は
銀
行
預
金
総
額
の
中
流
動
資
本
に

開
化
さ
れ
た
部
分
を
、

そ
白
資
質
債
依
で
測
ワ
て
、
表
現
す
る
。
ま
た
、
流
動
資
本
ρ
し
む
中
‘

そ
の
幾
割
が
銀
行
の
引
け
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
か
を
一
不
す
係
数

E
b
と
す
れ
ば
申
。
は
流
動
資
本
白
中
、
企
業
自
身
に
よ
う
℃
供
給
さ
れ
た
部
分
に
封
し
℃
、
銀
行
貸

付
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
部
分
史
そ

D
F
d傾
伎
で
測
っ
工
、
表
現
す
る
。
し
か
ら
ば
、
均
衡
欣
態
に
於
い
て
は

a点
。

L
qで



あ
る
。
流
動
資
本
C
は
千
均
生
産
期
間

τ
(
H
4
b
)
を
介
し
て
資
質
所
得
。
と
結
ぼ
れ

d
u
H河
内
V

で
あ
る
か
ら
、
と
り
式
は
Q
M
問
。
ー

可
。
と
害
改
め
る
こ
と
が
川
市
市
る
。
絞
っ
て
、
均
衡
状
態
ピ
於
い
て
は

R
H
門
H
r
或

主

同

l
H
|門
な
る
関
係
が
成
立
す
色
。

7

f

F

h

 

さ
て
、
流
動
資
本
が
凡
て
銀
行
貸
付
に
上
つ
で
形
成
さ
れ
、
叉
銀
行
貸
付
が
た
だ
流
動
資
本
む
形
成
忙
到
し
て
白
み
な
さ
れ
る
と

仮
定
し
た
場
合

K
於
い
て
‘
雇
傭
白
算
術
級
数
的
増
加
陀
基
く
生
産
心
算
術
級
数
的
増
加
。
筋
に
必
一
市
立
注
新
流
動
資
本
の
形
成
が
、

債
格
水
準
白
一
嬰
動
を
惹
起
す
る
と
と
な
〈
銀
行
貸
付
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
須
の
傑
件
は
貨
幣
流
氾
期
間
が
平
均
生
産
期
聞
に
等
し
い

で
あ
る
と
と
が
上
記

1
心
分
析
心
結
論
で
あ
っ
た
が
、

ah門
H
F
は
現
資
に
一
時
接
近
し
た
場
合
に
於
け
る
そ
白

と

と

(
同
門

H
叶
)

保
件
を
一
不
す
も
白
で
あ
る
。
印
ち
、
銀
行
貸
付
は
流
動
資
木
形
成
忙
劃
し
て
の
み
な
ら
守
、
他
白
方
国
に
釘
し
で
も
渇
さ
れ
、
又
流

動
資
本
形
成
に
必
婆
な
る
者
金
が
企
業
者
自
身
に
よ
っ
て
も
供
給
さ
れ
る
場
合
に
於
い
て
、
震
情
。
算
術
級
数
的
増
加
白
魚
に
必
要

な
る
流
動
資
本
の
形
成
が
債
格
水
準
忙
於
け
る
費
動
を
惹
起
す
る
と
と
な
く
行
わ
れ
る
震
白
保
件
で
あ
る
n

債
権
水
準
が
安
定
さ
れ

た
場
令
に
於
い
て
一
雇
傭
期
間
左
通
じ
て
注
さ
れ
る
白
後
的
貯
蓄
の
資
質
償
値
は
町
内
』
。
に
等
し
い
が
、
今
白
場
合
、
こ
の
自
渡

的
貯
蓄
(
乙
乙
で
は
、
ぞ
れ
は
す
べ
で
銀
符
預
告
の
形
を
と
る
k
偲
定
さ
れ
て
い
る
)
の
中
、
流
動
資
本
に
川
同
化
し
得
る
部
分
は
忌
円
h
。
で

あ
Z
。
他
方
、
生
産
蹴
張
の
震
に
?
ち
だ
け
の
新
し
い
械
勤
務
木
D
形
成
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
の
場
合
、
銀
行
の
助
け
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
む
は
可
h
。
で
あ
る
。
従
つ
℃
乙
門
H
r
な
る
聞
係
が
存
在
す
る
限
り
、
銀
行
は
傾
格
水
準
に
鑓
動

を
惹
起
す
る
と
み
一
な
く
生
産
白
算
術
級
数
的
増
加
に
必
一
安
な
る
流
動
資
本
を
形
成
す
る
ζ

と
が
川
市
叩
る
の
で
あ
h
o
Q
w

円
F
U

寸
は

四
つ
の
係
数

(令【
F
】

F一ww百何
【

Q9戸戸武円

円

2
咋註匙竺一己〉

響
を
受
け
呂
と
さ
れ
る
の
T
あ
Z
。

と
呼
ば
れ
、
景
気
援
勤
地
相
に
於
「
い
て
は
と
の
四
つ
の
係
数
を
遁
じ
て
慣
格
水
準
は
影

(
註
-
)

こ
白
四
つ
申
係
教
の
理
論
仕
出
E
E
E
m
吋。
]M4
日
ハ
同
町
ロ
E
F
2何
日
に
於
い
て
は
、
来
だ
こ
の
よ
う
な
明
確
々
形
で
は
現
わ
れ
て
い
な

ロ
パ
ー
ト
ツ
ン
の
景
無
理
論

第
六
十
八
巻

五
ヨ工

第
一
工
一
・
=
一
説

五
五



ロバ
1

ト
ツ
シ
り
景
最
理
論

第
六
十
八
巻

五
大

第
一
ニ
一
・
三
腕

五
六

い
。
方
程
式
の
形
で
表
わ
さ
れ
、
そ
れ
が
組
融
的
見
刺
用
さ
れ

τ
い
る
甲
は

a
d
M
Eロ
日
正
回
目
何
百
四
吋
己
昌
三
国
E
E自国
E
-
]『
E
m
E日
F

開

mm品切

E
冨。
E
S
4
J
P
2
4・
冨
邑
・
司
・
担
I印
C

K
牧
載
)
及
び
冨
B
4・
2
4跡
的
色
向
島
・
昌
同
∞
に
於
い
て
で
あ
る
。
乙
由
理
論
。
詳
細
な

る
紹
介
と
批
判
は
青
山
敬
授
「
四
つ
の
師
数
。
理
論
」
(
純
済
論
叢
、
第
五
=
一
巻
耕
三
脚
)
に
於
い
て
濡
さ
れ
て
い
る
。

何

回

O
F
E
E
E
W
F
E
E
E
問。
Z
S
4
J
E
s
q・】弔
-
A
F
4

邑
唱
]
出
c
E
F
司
-
E目
l
l
H
号
、
司
・
】
∞
同

例
会
兼
山
U

自
設
的
貯
蓄
泊
中
、
新
泊
朝
査
本
山
U

形
成
に
掠
向
付
特
ベ
芸
部
分
が
自
護
酌
貯
蓄
金
融
院
に
劃
し
て
有
す
る
比
串
阻
σ
K
帯
し
い
と
仮
定

さ
れ
る
。
之
に
よ
っ
て

ahur
は
均
街
傑
件
で
あ
る
と
共
に
、
債
格
水
準
安
定
の
僚
件
を
意
味
す
る
と
と
と
な
る
。
(
背
山
教
授
「
ロ
パ
ー

ト
ソ
ン
の
四
つ
由
係
数
回
理
論
」
)

以
上
白
分
析
は
生
産
白
算
術
級
数
的
増
加
白
場
合
に
闘
す
る
。
し
か
し
乍
ら
、
景
気
上
昇
過
程
に
於
い

τは
経
済
は
加
速
度
的
に

護
展
し
、
生
産
は
む
し
ろ
幾
何
級
数
的
危
披
張
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か
に
、
と
白
場
合
に
於
い
て
は

a
同
日
常

(
1
の
如
害
場
合

な
る
僚
件
が
維
持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
な
お
生
産
披
張
に
要
す
る
新
流
動
資
木
形
成
由
錆
白
銀
行
貸
付
に
侠
格

に
於
い
で
は

h
V
4

強
制
節
約
白
賦
課
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
卸
ち
銀
行
が
公
衆
白
貯
蓄
を
碑
換
せ
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
債
格
水
準
白

鍵
動
を
惹
起
す
る
こ
と
な
く
形
成
し
得
る
流
動
資
本
は
、
生
産
の
幾
何
級
数
的
増
加
を
可
能
友
ら
し
め
る
流
動
安
本
白
抜
張
に
針
し

生
産
白
幾
何
級
数
的
増
加
わ
任
幽
ら
ん
と
す
る
限
り
、
銀
行
は
信
用
の
一
一
尉
心
臓
張
に
占
う
て
物

現
変
化
於
い
て
は
正
常
的
に
は

上
昇
、

て
不
足
し

T
h
h
c八
午
、
。
(
】
十
一
N

)

)

、

強
制
節
約
を
通
じ
て
養
本
形
成
活
動
を
公
衆
忙
賦
課
す
る
他
危
い
。
従
ハ
J

て、

』
門

H
?
"品
目
。
己
F
Q
H
F
H
H
'
t
見
ら
れ
日
も
か
ら
、

債
を
騰
貴
せ
し
め
、

景
気
上
昇
期
に
於
い
て
、
生
産
披
張
は
必
然
的
に
債
格
水
準
白
上
昇
を
伴
う

の
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
景
気
上
昇
到
に
於
い
て
は
‘
更
に
、

b
及
び

D
を
増
加
じ
、

K
を
減
少
せ
し
め
、
債
格
水
準
D
上
昇
を
一
暦
阻
め

る
如
き
事
情
が
存
す
る
白
で
あ
る
。
卸
ち

ω
物
償
上
昇
過
程
に
於
い
て
は
、

流
動
資
本
の
賞
質
債
値
を
不
鐙
に
維
持
す
る
得
に



も
、
そ
り
貨
幣
支
出
白
増
大
を
徐
儀
な
く
さ
れ
る
。
勿
論
、

一
般
的
な
物
慣
の
上
昇
陀
よ
口
一
」

そ
の
貨
幣
牧
入
も
増
加
ず
る
け
れ

E
も
、
増
加
し
た
収
入
は
、
一
部
は
消
費
白
増
加
に
二
部
は
固
定
資
本
に
投
穫
す
る
震
に
使
用
さ
れ
、
流
動
資
木
維
持
の
魚
に
必
要

注
費
金
は
銀
行
貸
付
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

ω
慣
格
白
騰
貴
は
そ
れ
が
更
に
騰
貴
す
る
で
あ
五
う
と
云
う
珠
想
を

(
債
格
預
想
の
陣
力
性
炉
ー
よ
り
大
で
あ
る
な
ら
ば
)

商
人
は
在
庫
ロ
m
E
増
加
し
、
物
慣
?
よ
り
以
上
。
騰
貴
か
ら

利
径
を
得
ょ
う
と
す
る
で
あ
る
う
。
商
品
は
完
成
さ
れ
た
後
も
な
島
市
場
に
供
給
さ
わ
ー
下
、
生
産
期
間
は
長
期
化
ナ
る
。
又
、
生
産

D
増
大
と
共
に
、
製
造
油
程
に
於
い
て
、
職
逸
白
而
に
於
い
て
或
程
度
以
ト
の
生
鳶
捺
張
は
技
術
的
物
理
的
障
害
に
直
面
し
生
産
期

勾

関
白
長
刻
化
を
き
た
す
。

ω
債
格
騰
貴
は
消
費
者
及
企
業
白
貨
幣
保
有
量
の
減
少
佐
粛

b
す
。
消
費
者
側
の
事
情
。
償
格
晴
朗
想
の

開
力
性
が
ー
よ
り
大
な
ら
ば
、
一
部
の
財
(
例
え
ば
衣
耕
、
自
動
車
等
)
に
つ
い
て
は
保
蔵
さ
れ
た
貨
幣
を
放
出
し
て
そ
白
購
入
を
急

ぐ
傾
向
が
あ
る
。
川
入
、
債
格
水
準
白
上
昇
民
主
っ
て
公
衆
に
課
せ
ら
れ
る
強
制
節
約
の
重
座
は
賢
物
建
高
む
賓
質
所
得
に
謝
す
る
比

率
を
小
さ
く
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
企
業
者
側
の
事
情
。
債
格
騰
貴
は
噴
産
保
有
形
態
と
し
て
貨
幣
上
り
賢
物
財
を
採
る
と
と
を
有

利
友
ら
し
め
る
か
ら
、
企
業
は
保
蔵
貨
幣
を
放
出
し
て
流
動
者
本
白
拡
張
に
充
て
る
。

か
〈

τ、
景
気
上
昇
過
程
に
於
け
る
生
産
披
張
に
必
然
的
に
伴
う
慣
格
水
準
白
土
昇
は
、
吏
忙
累
積
的
に
進
行
す
る
。

関
与

E
Z富
山
田
島
持
百
四
旬
。
-
R
F
U
・
2
-
P
H
E
W
4
m
E
冨
S
Z
E
w
d
H
2
4・
司
色
・

M
w
m
E
W
百四回
V
O
U
D
-
3
H
Vヤ
叫

凶

1
1
4
u
・

k
F
A
M
E
2
1
4血・

hpnku
宅
担
1
4
F

生
苦
し
め
る
な
ら
ば

(4) (3) (2) (1) 
以
上
に
於
い
℃
は
流
動
資
本
の
嬰
動
の
み
を
考
察
し
て
来
た
。
貨
物
経
時
間
的
考
察
忙
於
い
て
明
か
に

L
た
如
く
、
現
貫
む
景
気
愛

ロ
バ

1
ト

y
y
目
景
気
理
論

第
六
十
八
巻

五
七

第
一
ニ
一
・
=
一
時
四

五
七
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ト
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十
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巻
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策
了
ニ
・
=
一
冊
目

主Eノ、

動
に
於
い
て
中
心
的
地
位
在
占
め
る
白
は
警
本
財
産
業
で
あ
り
、
生
産
活
動
白
波
動
心
巾
は
茨
木
財
産
業
に
闘
す
る
も
D

D
方
が
、

泊
費
財
産
業
に
開
ず
る
も
O
よ
り
大
き
ん
V
H
つ
念
激
で
あ
る
。
と
れ
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た
事
責
で
あ
る
が
、
と
白
事
貨
を
考
慮
し

て
か
か
る
景
気
受
動
(
郎
ち

P
4の
-mc『

2
5
5
2
8
m
-
E
5
2
a
z
E
S
P
-
4
n
F
)
を
貨
幣
経
抑
情
的
に
分
析
す
る
と
と
に
よ
っ
て
吾

々
の
分
析
を
完
全
な
ら
し
め
る
と
と
が
山
内
来
る
。

さ
て
、
同
定
資
本
財
産
業
D
牛
産
腕
張
は
流
動
資
本
D
増
加
の
み
な
ら
官
、
同
定
資
本
D
増
加
を
必
要
と
す
る
。
印
ち
、
同
定
資

本
財
も
他
白
消
費
財
な
ど
と
同
様
、
そ
れ
在
生
産
す
る
匁
忙
そ
の
懐
妊
期
間
中
流
動
資
本
形
成
荷
動
を
必
要
と
す
る
が
、
一
且
そ
れ

が
完
成
さ
れ
る
や
、
消
費
財
と
具
h
y
、
間
定
資
本
財
は
更
に
と
れ
を
買
取
る
潟
む
資
金

E
供
給
す
る
長
期
資
本
形
成
活
動
を
必
要
と

す
る
の
で
あ
る
。
流
動
資
本
形
成
D
震
の
資
金
は
懐
妊
期
聞
の
終
了
と
共
に
解
放
さ
れ
て
、
更
に
弐
白
生
産
拡
張
白
筋
の
流
動
資
本

形
成
に
使
用
さ
れ
る
白
に
封
し
、
間
定
者
本
主
貿
取
る
震
の
一
安
金
は
そ
れ
が
消
耗
す
る
ま
で
長
期
に
亙
っ
て
投
資
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
「
従
っ
て
、
各
生
産
期
間
首
り
の
闘
史
的
生
産
設
備
の
生
産
高
白
一

0
0単
位
か
ら
一
二

O
単
位
へ
の
増
加
は
短
期
賛
本
形

成
活
動
(
穎
期
資
金
)
白
一

O
l二
O
単
位
白
増
加
す
E
m
F
宮
口
回
目
百
二
塁
品
目
。
)
を
必
要
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
そ
れ
以
後

の
各
生
産
期
間
に
於
い
て
二

O
車
位
D
資
本
形
成
活
動
(
長
期
資
金
}
白
附
加
的
供
給
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
」

し
か
し
乍
ら
、
流
動
者
本
の
摂
張
が
主
?
と
し
で
銀
行
貸
付
白
援
助
に
よ
っ
て
た
さ
れ
、
公
衆
ピ
担
制
節
約
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
れ
が
形
成
さ
れ
る
の
に
劉
し
、
固
定
資
本
白
供
給
は
公
衆
の
自
費
的
貯
蓄
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
即
ち
、
長
明
者
金
は
、
本

来
、
企
業
自
身
が
利
潤
を
百
投
脅
す
る
か
、
公
衆
D
新
債
雰
昨
出
世
帯
に
上
う
て
供
給
さ
れ
る
。
従
ヲ
て
、
と
の
限
り
に
於
い
て
、
長
期

安
金
の
附
加
的
供
給
は
物
慣
に
影
響
を
及
ぼ
さ
宇
、
今
問
題
と
す
る

2
5耳
目
品
。

E
一Gn-o
ピ
閲
し
で
も
、
と
れ
以
上
白
考
察
を

必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
現
賢
に
於
い
で
は
次
の
如
き
事
情
が
事
態
を
複
雑
な
ら
し
め
る
。



第
一
に

新
聞
定
的
生
産
設
備
の
獲
得

(
投
資
)

¥ 

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
利
益
の
増
加
は
貨
幣
を
自
ら
一
保
有
す
る
と

に
よ
る
有
利
牲
に
封
ず
る
評
債
を
反
針
白
方
面
に
鑓
化
せ
し
め
る
か
ら
、
固
定
的
生
産
設
備
購
入
白
魚
D
大
規
模
な
資

金
白
増
加
は
保
蔵
貨
幣
の
放
阿
部
分
を
も
一
部
合
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
u

従
っ
て
、
貨
幣
流
組
捷
度
の
増
加
、
債
格
水
準
上
昇

を
惹
起
し
、
か
く
て
信
川
創
浩
D
溺
ら
す
泊
程
と
同
様
に
し
て
、
強
制
節
約
そ
通
じ
て
長
期
資
本
形
成
活
動
も
一
部
分
公
衆
に
賦
課

め

き
れ
る
ζ

と
と
な
る
。

(
保
繭
)

と

L
1ト
オ

f
目

y
目リトブ
y
ト

第
二
。
同
定
資
本
財
坐
産
両
D
増

加

は

、

産

出

率

(
2
5
t
g宮
内
)
白
一
度
限
り
の
増
加
。
場
令
忙
於
い
て
も
、
上
記
心
如

く
、
連
続
的
な
長
期
者
金
心
附
加
的
供
給
を
必
要
と
す
る
が
、
生
産
高
が
算
術
級
数
的
或
は
幾
何
級
数
向
忙
増
加
す
る
場
令
に
あ
っ

て
は
、
一
一
府
大
規
模
且
つ
念
激
注
長
期
資
金
の
附
加
的
供
給
を
必
要
と
す
る
と
と
は
一
再
う
ま
で
も
な
い
。
従
ヲ
て
、
固
定
者
本
財
産

業
。
生
産
披
張
に
伴
つ
一
工
、
自
鵬
首
附
貯
蓄
に
よ
る
長
期
資
金
白
供
給
が
、
そ
の
需
要
に
不
足
す
る
に
至
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
殊

に
、
好
侃
末
期
に
於
い
℃
は
、
生
疋
費
(
特
に
賃
銀
)
の
臓
貴
に
よ
ワ
て
企
業
O
長
期
動
金
白
源
泉
と
友
る
利
潤
が
減
生
す
る
、
と
云

う
事
買
に
土
り
て
こ
の
こ
と
は
一
厨
強
め
ら
れ
る
U

そ
れ
に
も
拘
ら
歩
、
左
奇
問
定
者
本
財
D
生
産
は
そ
白
抜
張
を
頼
け
呂
と
と
は

可
能
で
あ
る
。
か
か
る
段
時
間
に
於
い
て
は
「
長
期
資
本
形
成
話
動
(
長
期
資
金
白
附
加
的
供
給
は
、
も
は
や
自
設
的
貯
蓄
に
依
存
す

る
こ
と
が
阿
来
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
す
べ
て
銀
行
に
封
じ
て
要
求
さ
れ
る
。
と
白
場
合
忙
於
い
て
も
、
勿
論
、
銀
行
は
短
期
安
本
形

成
祈
動
を
供
給
す
る
場
合
と
同
様
、
信
用
創
迭
に
よ
っ
て
公
衆
に
弧
制
節
約
を
課
し
て
、
長
期
経
木
形
成
活
動
を
供
給
す
る
と
と
が

ぬ

川
来
る
だ
け
で
あ
る
」
。

第
三
に
3

回
定
資
本
と
流
動
資
本
の
間
白
補
完
闘
係
が
考
え
ら
れ
た
け
れ
ば
な
ら
由
。
同
定
費
本
財
は
そ
白
懐
妊
期
間
中
流
動
資

本
形
成
活
動
を
必
市
町
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
、
そ
D
維
持
運
仰
の
震
忙
も
流
動
資
本
形
成
活
動
を
必
要
と
す
る
。
従
ヲ
て
、
閏

ロ
パ
ー
ト

Y
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ロ
パ

1
ト

y
y
D
景
気
理
論

定
資
本
財
産
業
の
生
産
掠
張
は
、
長
期
資
本
形
成
活
動
が
す
べ
て
自
愛
的
貯
蓄
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
と
し
て
も
流
動
資
本
白
旗
張

は
、
通
常
、
銀
行
貸
付
に
よ
っ
て
供
給
喜
れ
る
か
ら
、
債
格
水
準
白
ト
L

昇
を
粛
ら
す
が
、
更
に
、
と
白
土
う
か
虻

2
5
5
2
5
E
-

Q
Z
α

白
好
汎
末
期
に
於
い
て
は
、
増
加
し
た
閏
定
的
生
産
設
備
の
維
持
運
鞠
白
勾
O
流
動
資
本
形
成
活
動
に
封
ず
る
需
一
要
。
増
加

吃
よ
っ
て
、
債
格
騰
貴
は
一
厨
激
化
す
る
。

事
六
十
凡
巻

O 

第一・ニ・=一旗

山〆、
O 

さ
て
、
生
産
活
動
。
費
動
は
現
代
の
経
済
組
織
白
下
に
於
い
て
は
経
憐
の
前
進
の
翁
に
不
可
避
で
あ
り
、
そ
D
意
味
に
於
い
て
、

遁
皮
な
る
生
産
の
抜
大
、
取
締
は
「
E
営
危
も
の
」
と
考
え
ら
れ
た
が
(
第
E
節
)
、
今
、
貨
幣
経
梼
陀
於
け
る
特
徴
を
考
慮
に
入
れ

る
な
ら
ば
、
景
気
上
井
期
忙
於
い
て
は
原
則
と
し
亡
債
格
水
準
の
上
昇
が
伴
う
と
と
が
本
節
の
分
析
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
た
(
所

開
景
気
的
イ
シ
フ
レ
l
ショ

γ
)
。
し
か
し
乍
ら
、
一
定
心
街
撃
に
よ
っ
て
惹
起
弓
れ
る
生
産
自
掠
大
は
種
々
友
る
事
情
忙
よ
っ
て
描
皮

在
る
規
模
以
上
に
、
過
度
に
進
行
す
る
傾
向
が
あ
る
が
(
第
E
節
宮
)
、
そ
れ
と
共
医
、
景
気
上
昇
過
程
に
於
け
る
物
債
騰
貴
は
累
積

的
に
進
行
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
長
期
及
び
短
期
の
資
金
に
劃
す
呂
需
要
は
生
産
旗
張
以
上
白
比
率
を
以
て
増
大
し
て
、
銀
行
に
課
せ

ら
れ
る
者
金
浩
出
白
要
求
が
一
層
増
大
す
る
事
情
が
上
記
に
よ
っ
℃
明
か
に
さ
れ
た
。
銀
行
の
信
用
創
造
は
景
気
上
昇
と
共
に
加
速

度
的
忙
増
加
し
、
イ
ン
フ
レ
、
ー
シ
ョ
ン
は
進
行
す
る
。
こ
の
占
う
な
信
用
披
張
は
制
度
的
制
限
(
銀
行
の
涜
動
性
保
持
の
痛
の
信
用
創
造

に
よ
っ
て
限
界
を
劃
さ
れ
、
と
れ
に
よ
っ

τ資
本
形
成
が
不
可
能
と
友
り
、
景
気
は
縛

換
し
て
不
調
山
乃
至
恐
慌
に
進
み
、
景
築
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
輔
換
し
て
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
移
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
乍

ら
、
か
か
る
制
度
的
限
界
が
な
〈
、
信
用
掠
張
が
無
限
忙
進
行
し
得
る
と
し
℃
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
白
血
…
限
の
進
行
は
公
衆
に

資
本
形
成
活
動
を
課
す
る
と
と
が
不
可
能
な
限
度
に
ま
で
債
格
水
準
白
上
昇
を
鷲
ら
す
に
至
る
。
信
用
創
建
に
よ
っ
て
、
物
僚
は
騰

の
限
界
、
或
は
法
律
に
よ
っ
て
劃
き
れ
f
限
界
)

貴
ず
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
を
形
成
し
、

生
産
擁
張
主
維
持
す
る
こ
と
に
不
可
能
友
ら
し
め
ら
れ
る
段
階
に
達
す
る
。



景
気
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

D
限
界
を
越
え
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
激
化
は
貨
幣
・
信
用
機
梼
白
、
更
に
、
経
梼
機
構
そ
D
も
の

の
腕
潰
を
惹
起
す
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
(
所
諮
問
出
性
イ
y
y

レ
1
シ
ョ
と
。

/
 

か
く
て
如
何
な
る
手
段
に
よ
っ
て
も
現
在
白
生
産
規
模
の
維
持
或
は
蹴
大
に
必
要
な
費
木
形
成
話
動
を
公
衆
よ
り
獲
得
す
る
こ
と

が
不
可
能
と
な
る
に
至
る
友
ら
ば
、
そ
と
か
ら
景
気
上
昇
は
挫
折
す
る
。
従
ヨ
て
、
ロ
バ

1
ト
ツ
ン
に
於
い
て
「
景
気
特
技
離
を
劃
す
る

恐
慌
は
貨
幣
資
本
む
不
足
と
云
う
意
味
に
於
け
る
資
本
不
足
K
基
く
の
で
は
な
く
、
叉
必
4
y
し
も
質
物
財
の
不
足
に
基
く
の
で
も
な

い
。
恐
慌
は
財
の
生
産
と
貯
蹴
の
震
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
形
成
話
動
の
不
足
と
一
疋
う
意
味
忙
於
け
る
資
本
不
足
の
現
象
で
あ

H
L
と

主
張
さ
加
年
間
基
本
財
産
業
主
中
心
と
す
る
景
気
上
昇
は
長
霊
長
君
主
形
成
活
動
に
謝
す
る
需
要
の
増
加
に
よ
る
貨

幣
市
場
・
資
本
市
場
。
混
乱
に
よ
ヨ
て
、
目
、
物
経
時
間
的
法
則
に
よ
っ

τ
一
不
さ
れ
た
景
気
D
時
換
賄
よ
り
前
に
於
い
て
挫
折
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
貨
幣
的
波
及
過
程
を
考
慮
す
る
と
と
に
よ
ワ
て
買
物
経
機
的
法
則
は
以
上
の
如
雪
崩
型
容
を
受
け
る
と
と
が
明
か
に
さ
れ
た
。

(
註
-
-
)
か
〈
の
如
〈
、
好
調
を
挫
折
せ
し
め
る
と
こ
ろ
白
読
本
不
足
陪
資
本
形
成
活
動
の
不
足
で
あ
P
、
必
ず
し
も
肘
在
荷
の
不
足
を
意
味
す
る

も
申
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
更
に
、
ロ
パ
ー
ト
y

y
に
於
い
て
は
、
資
本
は
消
費
財
の
ス
ト
ッ
ク
よ
り
な
る
と
い
ろ
見
解
口
斥
け
b
れ
る
か
勺

安
本
不
足
を
消
費
財
ス
ト
ッ
ク
の
不
足
と
見
倣
す
こ
と
は
不
可
酷
で
あ
る
。
乙
U

貼
に
於
い
て
、
「
景
気
回
〈
ず
れ
り
原
因
は
梢
費
財
(
第
貨
基
金
)

の
舵
乏
に
あ
る
」
L
C

す
る
シ
ェ
ピ
1
ト
ホ
フ
の
見
解
と
封
立
す
る
。

し
か
し
乍
ら
、
消
費
財
円
相
劃
的
不
足
が
、
間
定
資
本
財
回
生
産
費
を
高
品
、
豆
、
そ
の
牧
益
性
を
減
退
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
圃
定
査
本

財
産
業
。
生
産
披
張
を
阻
止
す
る
と
と
は
考
え
b
れ
る
。
固
定
資
本
財
産
業
在
中
品
と
す
る
景
錆
棚
田
動
的
原
因
は
一
部
分
、
消
費
財
の
相
封
的
不
足

に
腸
せ
ら
れ
る
4

き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
、
と
由
意
障
に
於
い
て
、
主
張
さ
れ
る
o

mw
』

Eu
町・自・

州

w
h
R、
P
4・
園
・
申
臼
・

内
問

h
s
k
u
h
v
晶
画
・
官
・

ロ〆
1
F
Y
Y
凶
景
気
盟
論

静
六
十
八
巻

山
/、

部
一
二
7
=一蹴



ロパ
B
ト
ソ
ン
白
景
気
理
論

第
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八
巻

Yミ

第
了
ニ
・
一
-
一
揖
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h
h
h
h円
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唱
団
・

@
H
I
E辺
白
-

L

語、・
u

唱
苫
.
∞
む

k
J
w
h

凡
-w
可
匂
・

4
C
1
i
∞
②
・
出
回
・
旬
開
ν・
∞

c
l
l
c

。-

h
bや
件
、
目
y

h凶
・

同
町
町
、
-u

句
勺
・
。
臼
i
l昭氏帥・

E 

景
気
政
策
と
の
闘
聯
に
於
り
る
官
バ
I
ト

y
y
の
理
論
の
特
徴

と
云
う
の
が
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
白
質
物
経
務
的
考
察
白
重
要
な
掃
結

で
あ
っ
た
。
既
に
述
べ
た
週
bJ
、
と
れ
は
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
景
気
理
論
を
一
貫
す
る
基
本
的
立
場
で
あ
る
が
、
景
気
政
策
も
亦
か
か

R
a
h
F
H
V

回以円。
-
V同
日
制
定

ω
出口の門口
m
w
z
。ロ
ω
。
町
。
国
同
町
口
同
斜
H
A
U

」

=ω
品
目
m
w
F
]
ゆ¥、

る
翻
鮪
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
。

苫
て
生
産
白
擁
張
に
は
原
則
と
し
て
侭
格
水
準
D
上
昇
が
仲
う
と
と
は
不
可
避
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
去
に
、
現
賀
白
景
気
縫
勤一

に
於
JM
て
は
、
財
貨
側
及
び
貨
幣
側
白
事
情
に
よ
っ
て
、
上
記
白
意
味
に
於
け
る
適
度
な
る
水
準
を
越
え
て
生
産
が
縫
動
し
、
債
格

水
準
が
竣
動
す
る
。
景
気
受
動
に
於
け
る
か
か
る
第
二
夫
的
現
象
主
阻
止
す
る
と
と
に
、
銀
行
の
貨
幣
政
策
の
目
標
は
在
す
る
D
で

あ
る
。
ロ
バ

l
ト
ソ
ン
は
、
今
日
D
経
梼
組
織
の
下
に
於
い
て
、
信
用
統
制
政
策
(
官
】
与
。
で
J
E
F
E
E
E
J
が
完
全
に
行
わ
れ

得
る
と
一
式
う
見
解
に
劃
し
て
仕
反
謝
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ナ
、
金
融
上
白
自
由
主
義
(
旬
。

-
3
a
E己
記
け
昔
、
百
回

8
3
4

仰
向

sa)
に
比
レ
て
、

そ
白
必
要
を
確
信
す
る
。
と
の
場
合
、

そ
白
基
準
は
、
品
市

H
4
E
Z
E
2
5
5臣
O
「

O
巨
壱
己
白
確
立
に
置

か
れ
る
四
で
あ
っ
て
、
一
部
白
論
者
白
主
張
す
る
如
〈
債
格
水
準
白
安
定
を
以
て
貨
幣
政
策
白
唯
一
の
同
総
と
考
え
る
と
と
は
出
来

な
い
。
む
し
ろ
、
ロ
パ

l
ト
ソ
シ
心
理
論
白
踊
結
と
し
て
昌
司
己
宮
F
Z
出
E
E
E
5
5
え
C
己
司
旦
白
確
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
潟

r 



に
債
格
水
準
に
於
け
る
鑓
勤
も
亦
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
白
で
あ
る
。

以
上
に
於
い
て
、
立
口
々
心
考
察
は
、
主
と
し
て
、
景
気
上
昇
過
程
に
閲
し
た
が
、
景
気
下
降
過
税
も
全
く
同
級
に
分
析
さ
れ
る
。

従
つ

τ、
不
況
に
於
い
て
は
、
貯
蓄
が
埼
加
し
、
貨
幣
脊
本
が
蓄
積
さ
れ
る
が
、
生
産
収
縮
の
掛
川
に
投
資
は
減
少
し
、
債
格
水
準
白

下
落
は
泉
枝
的
思
進
行
す
る
。
こ
こ
に
「
投
資
を
超
え
る
貯
蓄
」
が
行
わ
れ
る
が
、
か
か
る
不
初
期
間
中
に
於
け
る
過
剰
貯
蓄
は
資

物
資
本
形
成
比
制
し
て
会
〈
不
妊
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
ワ
て
将
来
に
於
け
る
「
資
本
不
足
」
に
備
え
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
云

う
理
論
的
認
識

(
E
1
(
註
2
)
参
照
)
に
基
い
て
、
不
抗
期
間
中
に
於
け
る
公
共
謀
議
共
の
他
山
一
干
渉
主
義
政
策
が
主
張
さ
れ
る
。
と

D
黙
に
於
い
て
、
ロ
バ

l

ト
ソ
ン
の
景
気
政
論
は
、
シ
ュ
ピ
l
ト
ホ
フ
の
一
景
気
現
論
。
如
く
貯
蓄
即
時
干
読
む
立
場
に
主
ヲ
て
、
一
小
品
を

以
て
来
る
べ
き
好
品
宇
一
準
備
す
る
期
間
で
あ
る
と
胃
一
倣
す
見
解
と
封
立
す
る
。
過
剰
貯
蓄
白
不
妊
性
心
主
張
忙
闘
す
る
限
り
、
位
白

附
酬
に
於
い
て
多
く
の
意
見
白
封
立
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
叙
橋
晶
子
派
の
景
気
理
論
は
共
通
白
立
場
に
立
。
が
、

論
は
そ
の
代
表
的
友
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
と
と
が
出
来
る
3

ロ
パ
ー
ト
ソ
シ
白
立
場
よ
り
吟
味
す
べ
き
、
友
沿
多
く
の
景
気
政
策

ロパ

1

1
ソ
ン
白
理

白
問
題
が
問
閲
さ
れ
て
い
る
が
、
と
と
で
そ
れ
に
立
入
る
必
要
は
な
い
。

以
上
、

E
Zは
ロ
ハ

l
ト
ソ
ン
む
景
気
理
論
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ー
ー
も
と
上
り
、
多
く
心
且
つ
重
要
な
る
問
題
に
つ
い

て
詳
細
に
慣
れ
る
と
と
を
割
愛
し
な
け
孔
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
ー
ー
ー
を
考
察
し
て
来
た
D
で
あ
る
。
か
か
る
迎
論
に
劃
し
て
は
種
々

白
批
判
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
若
干
白
仰
所
に
於
い
て
偶
れ
た
土
う
に
、
吾
々
も
も
亦
そ
と
に
興
味
あ
る
課
題
を
持
っ
て
い
る
凸
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
E
こ
で
D
E
n
々
の
仕
事
、
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
景
気
理
論
を
全
面
的
忙
明
か
に
す
る
と
と
は
、
以
上
に
於
い
て
果
さ
れ

た
と
思
う
。

(
一
九
五
一
・
四
)

本
稿
は
文
部
省
科
皐
研
究
費
に
よ
る
共
同
研
先
つ
経
済
計
書
心
理
論
的
・
統
計
的
研
究
」

D

一
部
で
あ
る
。

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
心
景
気
理
論
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